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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、
前記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーとは異なる化学構造を備え、かつ極性基を有
する自発配向性モノマーと、を有する液晶組成物。
【化１】

　（上記一般式（Ｉ）中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０

６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１

－、炭素原子数１から３のアルキル基、炭素原子数１から３のアルコキシ基、ハロゲン原
子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ）の
いずれかを表し、
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【化２】

（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基であり、Ｗは単結合、－
Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそ
れぞれ独立して、０、１または２である。）
Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ１１は０を表し、
　Ａ１１は、下記の基（ａ）及び基（ｂ）：
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）及び基（ｂ）は、それぞれ独立して、
炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロゲン、シア
ノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良く、
　Ｌ１０およびＬ１１は、それぞれ独立して、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－
Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－
、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、
－（ＣＨ２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立
して水素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記式中、ｚはそれぞれ独立し
て１～４の整数を表す。）を表し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ１１－を有し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に１つ以上の炭素原子数１～３個のアルキル基を有し、少
なくとも１つの前記炭素原子数１～３個のアルキル基が、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０６

、Ｒ１０７、およびＡ１１の２位または３位のいずれかであり、
　Ｐ１１、Ｓ１１、Ｌ１１及びＡ１１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異
なっていても良い。）
【請求項２】
　前記一般式（Ｉ）で表される化合物の１分子内にそれぞれ同一または異なる２つのＰ１

１－Ｓ１１－を有する、請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
　前記一般式（Ｉ）中、Ｌ１０は単結合である、請求項１または２に記載の液晶組成物。
【請求項４】
　前記一般式（Ｉ）中のＲ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７
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、Ｒ１０８およびＲ１０９のうち、少なくとも２つがアルキル基である、請求項３に記載
の液晶組成物。
【請求項５】
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）
【化３】

（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２
個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－
、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２は、それぞれ独立し
て
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）及び
（ｄ）　１，４－シクロヘキセニレン基
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）、基（ｃ）及び基（ｄ）は
それぞれ独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２は、それぞれ独立し
て、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝
ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２は、それぞれ独立し
て、０～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎ
Ｎ３２は、それぞれ独立して、１、２又は３であり、ＡＮ１１～ＡＮ３２、ＺＮ１１～Ｚ
Ｎ３２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良い。）で表され
る化合物から選ばれる化合物を１種類又は２種類以上含有する請求項１～４のいずれか１
項に記載の液晶組成物。
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【請求項６】
　一般式（Ｌ）
【化４】

（式中、ＲＬ１及びＲＬ２は、それぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基を表し
、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝
ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されて
いてもよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３は、それぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４

－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ
－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）および一般式（
Ｎ－３）で表される化合物を除く。）で表される化合物から選ばれる化合物を１種類又は
２種類以上含有する請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項７】
　前記極性基は、以下の式（Ｋ－１）～（Ｋ－２８）からなる群から選択される１種また
は２種以上である、請求項１～６のいずれか１項に記載の液晶組成物。
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【化５】

（上記式（Ｋ－１）～（Ｋ－２３）中、ＲＫ１およびＲＫ２はそれぞれ独立して、水素原
子または炭素原子数１～５の直鎖または分岐のアルキル基またはアルキルオキシ基を表し
、ＲＫ３は、水素原子又は１～２０の直鎖または分岐のアルキル基を表し、このアルキル
基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で
置換されてもよく、ＲＫ４およびＲＫ５はそれぞれ独立して、水素原子または炭素原子数
１～８のアルキル基を表し、
　ＷＫ１は、メチン基、≡Ｃ－ＣＨ３、≡Ｃ－Ｃ２Ｈ５、≡Ｃ－Ｃ３Ｈ７、≡Ｃ－Ｃ４Ｈ

９、≡Ｃ－Ｃ５Ｈ１１、≡Ｃ－Ｃ６Ｈ１３または窒素原子を表し、
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　ＸＫ１及びＸＫ２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－、酸素原子、－Ｃ（＝Ｏ）－又は硫
黄原子を表し、
　ＹＫ１、ＹＫ２及びＹＫ３はそれぞれ独立して、メチン基又は窒素原子を表し、
　ＺＫ１は酸素素原子または硫黄原子を表し、ＺＫ２は炭素原子またはケイ素原子を表し
、ＺＫ３は酸素原子を表し、ＺＫ４は単結合または二重結合を表す。）
【化６】

（式中、Ｙｉ１は、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキ
ル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少なくとも２個以上の第二
級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、また
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、Ｘｉ１

は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉ３を表し、
　Ｓｉ１及びＳｉ３はそれぞれ独立して炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表
し、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（＝ＣＨＲｉ３）－、－Ｃ（＝ＣＲｉ３

２）－、
－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｃ＝Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
　Ｓｉ２は炭素原子、窒素原子又はケイ素原子を表し、
　Ｒｉ２は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、これらの
基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－
Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、
　Ｐｉ１は重合性基を表し、
　Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
　ｎｉ１は１～３の整数を表し、ｎｉ２及びｎｉ３はそれぞれ独立して０～２の整数を表
すが、Ｓｉ２が炭素原子又はケイ素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は３であり
、Ｓｉ２が窒素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は２である。Ｒｉ３は炭素原子
数１～１０の直鎖又は分岐のアルキル基であり、一般式（Ｋ－２４）中にＲｉ２、Ｘｉ１

、Ｙｉ１、Ｓｉ１、Ｓｉ３、Ｐｉ１及びＳｐｉ１が複数存在する場合、それらは同一であ
っても異なっていても良い。）
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【化７】

（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１は一般式（Ｋ－２４）中のＳｉ１、Ｐｉ１及びＳｐ
ｉ１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキ
ル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少
なくとも２個以上の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、又は－ＮＨ－で置換されてもよく、ｎｉ４、ｎｉＫ２１はそれぞれ
独立して０又は１を表す。）
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項９】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたアクティブマトリックス駆
動用液晶表示素子。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたＰＳＡモード、ＰＳＶＡモ
ード、ＰＳ－ＩＰＳモード又はＰＳ－ＦＳＳモード用液晶表示素子。
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【請求項１１】
　一対の基板のうち少なくとも一方の基板表面に配向膜を備えていない液晶表示素子に使
用する液晶組成物であって、請求項１から７のいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１２】
　対向に配置された第一の基板および第二の基板と、
　前記第一の基板と前記第二の基板との間に充填された液晶層と、
　前記第一の基板上に、マトリクス状に配置される複数個のゲートバスライン及びデータ
バスライン、前記ゲートバスラインとデータバスラインとの交差部に設けられる薄膜トラ
ンジスタならびに前記薄膜トランジスタにより駆動される画素電極を画素毎に有する電極
層と、
　前記第一の基板または前記第二の基板上に形成された共通電極と、
前記第一の基板および前記第二の基板の間に請求項１から７のいずれか１項に記載の液晶
組成物に含まれている重合性化合物が硬化された樹脂成分と、を有する、少なくとも一方
の基板表面に配向膜を備えていない液晶表示素子。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な重合性モノマー及び当該重合性モノマーと自発配向性モノマーとを含
有する液晶組成物並びにこれを使用した液晶表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶パネルや液晶ディスプレイなどの液晶表示素子は、液晶分子の配列の状態
を電場等の外部刺激によって変化させて、これに伴う光学特性の変化を表示に利用してい
る。このような液晶表示素子は、二枚の透明基板の間隙に液晶分子を充填された状態の構
成をしており、当該液晶分子と当接する基板の表面には液晶分子を予め特定の方向に配列
させるための配向膜を形成しているのが一般的である。
【０００３】
　しかし、液晶表示素子の製造工程において配向膜表面に生じた傷やほこりが原因で配向
欠陥が発生する問題や基板のサイズが大型化に伴い、基板全面に亘って、かつ長期間均一
な配向を得るための配向膜の設計および管理が困難になるという問題がある。
【０００４】
　そこで、近年、液晶分子の配向を制御する自発配向材を含む液晶組成物を液晶層に用い
ることで、配向膜を必要としない液晶表示素子の開発が求められている。
【０００５】
　例えば、特許文献１では、液晶分子との相互作用が比較的弱いラウリルアクリレートの
代わりに、オクチル基を備えた高い直線性を示す単官能のビフェニルモノマーと、ステア
リル基を備えた低い直線を示す二官能のビフェニルモノマーとを含む液晶組成物により、
電圧保持率の低下を抑制する自発配向材を含む液晶組成物が記載されている。また、特許
文献２では、配向膜の代わりに液晶分子の配向を制御する重合性自己配向添加剤を含む液
晶組成物について種々開示されており、ネマチックＬＣ媒体と、重合性自己配向添加剤と
、必要により重合性化合物とを含む液晶組成物を配向層なしの試験セル中に充填すると、
基板表面に関して自発的なホメオトロピック（垂直）配向を有することおよびこの垂直配
向は、透明点までずっと安定であり、形成したＶＡセルを、電圧印加により可逆的に切り
換えることができると記載している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許公開２０１７－０１２３２７５号公報
【特許文献２】特表２０１５－１６８８２６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記の特許文献１で示すようなアルキル鎖が長くビフェニル骨格を備え
た疎水性のモノマーを２種含む組成物は、一対の基板間に充填された液晶層の液晶分子と
の相互作用はラウリルアクリレートより強くなると考えられるが、基板に対する吸着力が
低いことことに起因して液晶分子の配向方向を規制できないという問題が生じる。
【０００８】
　また、特許文献２では、水酸基などの極性基を備えた重合性自己配向添加剤を使用して
いるため、基板に対する吸着力は上記特許文献１のモノマーより高いと考えられる。しか
し、重合性自己配向添加剤の基板に対する吸着力が高すぎると、重合性自己配向添加剤が
基板上に均一に展開しないため配向ムラが生じるという問題が生じる。さらには、特許文
献２で使用しているような対称性の高い化学構造の重合性化合物と、水酸基などの極性基
を備えた重合性自己配向添加剤とを含む液晶組成物を液晶層として一対の基板間に充填さ
れた系では、液晶層は疎水性の性質を示すことから、自由エネルギーの観点で当該重合性
化合物が基板に対して水平な方向で存在するため、それに倣って配向する液晶分子にとっ
ては基板に対して垂直配向を形成し難いという問題が生じる。また、水酸基などの極性基
を備えた重合性自己配向添加剤を含む液晶組成物は、疎水性である液晶分子との相溶性が
低下するため液晶化合物や重合性化合物などが析出するという問題も生ずる。
【０００９】
　そこで本発明が解決しようとする課題は、垂直配向性と相溶性に優れた新規な重合性モ
ノマー又は垂直配向性と相溶性に優れた液晶組成物を提供すること、及びこれを用いた液
晶表示素子を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らが鋭意検討した結果、１種または２種以上の自己配向重合性モノマーと、１
種または２種以上の特定の化学構造を有する重合性モノマー（または重合性化合物）と、
を含む液晶組成物およびそれを用いた液晶表示素子により、上記課題を解決できることを
見出し、本願発明を完成するに至った。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る液晶組成物は、高い相溶性と液晶分子に対する優れた垂直配向性とを示す
。
【００１２】
　本発明に係る液晶組成物は、基板に対して優れた展開性（濡れ広がり）を示す。
【００１３】
　本発明に係る液晶組成物は、配向ムラが無いまたは配向ムラを低減することができる。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示素子は、配向ムラが無いまたは低減された配向ムラを示す。
【００１５】
　本発明に係る重合性モノマーは、高い相溶性と液晶分子に対する優れた垂直配向性とを
示す。
【００１６】
　本発明に係る重合性モノマーを含む液晶組成物は、基板に対して優れた展開性（濡れ広
がり）を示す。
【００１７】
　本発明に係る重合性モノマーを含む液晶組成物は、配向ムラが無いまたは配向ムラを低
減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】比較例の配向試験の評価結果を示す図
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【図２】本発明の配向試験の評価結果を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の第一は、以下の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、前記一般式（Ｉ）
で表される重合性モノマーとは異なる化学構造を備え、かつ極性基を有する自発配向性モ
ノマーと、を有する液晶組成物である。
である。
【００２０】
【化１】

【００２１】
　（上記一般式（Ｉ）中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０

６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１

－、炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、ハロゲ
ン原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ
）のいずれかを表し、
【００２２】
【化２】

【００２３】
（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基または炭素原子数１～５
個のハロゲン化アルキル基であり、Ｗは単結合、－Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単
結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそれぞれ独立して、０、１または２であ
る。）
Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ１１は、０、１又は２を表し、
　Ａ１１は、下記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）：
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
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（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良く、
　Ｌ１０およびＬ１１は、それぞれ独立して、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－
Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、
－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－
（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－Ｃ
ＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（
式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記
式中、ｚはそれぞれ独立して１～４の整数を表す。）を表し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ１１－を有し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に炭素原子数１～１８個のアルキル基を有し、該アルキル
基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－によって置換さ
れていてもよく、
　Ｐ１１、Ｓ１１、Ｌ１０、Ｌ１１及びＡ１１が複数存在する場合は、それぞれ同一であ
っても異なっていても良い。）
　これにより、液晶分子に対して優れた垂直配向性を付与し、かつ相溶性に優れた液晶組
成物を提供する。また、当該液晶組成物は、配向膜を必須とすることなく液晶分子を垂直
に配向させることができる。
【００２４】
　上記一般式（Ｉ）において、Ａ１１は、以下の（ａ）～（ｃ）からなる群より選ばれる
基を表し、下記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ独立して、炭素原子数１
～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロゲン、シアノ基、ニトロ
基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良い。
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
　上記一般式（Ｉ）において、Ａ１１は、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数
１～１２のアルコキシ基、ハロゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換さ
れていても良い１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，６－ジイル基であることが好
ましく、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロゲ
ン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良い１，４－フェニレ
ン基であることが更に好ましい。
【００２５】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｌ１０は、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２

Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、
－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４

－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２

Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましく、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、



(12) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４－ＯＣＯ－
、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ
≡Ｃ－がより好ましく、単結合であることが特に好ましい。
【００２６】
　上記の連結基Ｌ１０が偶数連結であり、分子が直線状であることによって液晶分子にな
じみやすい。
【００２７】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｌ１１は、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２

Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、
－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４

－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２

Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましく、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、
－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４－ＯＣＯ－
、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｏ
ＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－がより好ましく、単結合であることが特に好ましい。
【００２８】
　上記の連結基Ｌ１１が偶数連結であり、分子が直線状であることによって液晶分子にな
じみやすい。
【００２９】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｌ１０とＬ１１とはお互い同一でも異なってもよいが、Ｌ
１０とＬ１１とは同一であることがより好ましい。
【００３０】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ
１０６、Ｒ１０７Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１

１－、炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、ハロ
ゲン原子又は水素原子のいずれかを表すが、この場合、前記アルキル基およびアルコキシ
基の好ましい炭素原子数は、液晶の配向性を重要視する場合には１０～１８が好ましく、
液晶化合物への溶解性を重要視する場合には１～４が好ましい。また、前記アルキル基お
よびアルコキシ基は、直鎖状または分岐状であってもよいが、直鎖状が特に好ましい。
【００３１】
　また、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７Ｒ１

０８、Ｒ１０９及びＲ１１０の少なくとも１つ以上が、炭素原子数１から１８のアルキル
基を表す場合、前記アルキル基の好ましい炭素原子数は、液晶の配向性を重要視する場合
には１０～１８が好ましく、液晶化合物への溶解性を重要視する場合には１～４が好まし
い。また、前記アルキル基は、直鎖状または分岐状であってもよいが、直鎖状が特に好ま
しい。
【００３２】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ
１０６、Ｒ１０７Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１

１－、炭素原子数１～１０のアルキル基、ハロゲン原子又は水素原子のいずれかを表すこ
とが好ましく、Ｐ１１－Ｓ１１－、炭素原子数１から３のアルキル基、フッ素原子又は水
素原子のいずれかを表すことが更に好ましい。溶解性の観点からアルキル鎖はあまり長す
ぎないほうが良い。
【００３３】
　上記一般式（Ｉ）表される重合性モノマーの１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ
１１－を有する。上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーにおいて、重合性基を２つ
以上備えていると架橋密度の観点で好ましい。
【００３４】
　上記一般式（Ｉ）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ
１０６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０のうち、少なくとも２つ以上のＰ１
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１－Ｓ１１－を備えていることが好ましく、２～４つのＰ１１－Ｓ１１－を備えているこ
とがより好ましく、２～３つのＰ１１－Ｓ１１－を備えていることがさらに好ましい。
【００３５】
　上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーにおいて、重合性の観点で重合性基をメソ
ゲン骨格の外側部分に１～４つ備えていることが好ましい。
【００３６】
　すなわち、一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーは、１分子内に少なくとも２以上の
Ｐ１１－Ｓ１１－を有する。この場合、（１）Ａ１１に２以上のＰ１１－Ｓ１１－を備え
ている形態と、（２）Ａ１１に１以上のＰ１１－Ｓ１１－を備えており、かつＲ１０１、
Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７Ｒ１０８、Ｒ１０９及び
Ｒ１１０のいずれかで、少なくとも１つ以上のＰ１１－Ｓ１１－を備えている形態と、（
３）Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７、Ｒ１０

８、Ｒ１０９及びＲ１１０のいずれかで、少なくとも２つ以上のＰ１１－Ｓ１１－を備え
ている形態の３つに分けられる。
【００３７】
　上記一般式（Ｉ）において、（１）Ａ１１が２以上のＰ１１－Ｓ１１－を備えている形
態の場合、Ａ１１は６員環の基が好ましく、かつ２位と５位にＰ１１－Ｓ１１－が置換さ
れている構造が好ましく、Ａ１１が１、４フェニレン基の場合であって、かつ２位と５位
にＰ１１－Ｓ１１－が置換されている構造がより好ましい。
【００３８】
　上記一般式（Ｉ）において、（２）Ａ１１が１以上のＰ１１－Ｓ１１－を備えており、
かつＲ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７、Ｒ１０

８、Ｒ１０９及びＲ１１０のいずれで、少なくとも１つ以上のＰ１１－Ｓ１１－を備えて
いる形態の場合、Ａ１１が６員環の基であり、かつ６員環であるＡ１１の２位または３位
の一方がＰ１１－Ｓ１１－を有し、さらにＲ１０１またはＲ１１０がＰ１１－Ｓ１１－を
有している構造が好ましい。
【００３９】
　上記一般式（Ｉ）において、（３）Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０のいずれかで、２つ以上のＰ
１１－Ｓ１１－を備えている好ましい形態としては、Ｒ１０１およびＲ１１０がＰ１１－
Ｓ１１－である構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それぞれ同一であっても異なっていても良い
）、Ｒ１０１およびＲ１０７がＰ１１－Ｓ１１－である構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それ
ぞれ同一であっても異なっていても良い）、Ｒ１０８およびＲ１１０がＰ１１－Ｓ１１－
である構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それぞれ同一であっても異なっていても良い）などが
挙げられる。
【００４０】
　Ｒ１０１およびＲ１１０がＰ１１－Ｓ１１－であると液晶化合物への溶解性という観点
で好ましい。
【００４１】
　一般式（Ｉ）で表される重合性モノマー１分子内に３つのＰ１１－Ｓ１１－を備えてい
る好ましい形態としては、Ｒ１０１、Ｒ１１０およびＲ１０７がＰ１１－Ｓ１１－である
構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それぞれ同一であっても異なっていても良い）と、Ｒ１０１

、Ｒ１１０およびＲ１０２がＰ１１－Ｓ１１－である構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それぞ
れ同一であっても異なっていても良い）と、Ａ１１が６員環の基であり、かつ６員環であ
るＡ１１の２位または３位の一方がＰ１１－Ｓ１１－を有し、さらにＲ１０１およびＲ１

１０がＰ１１－Ｓ１１－である構造と、が挙げられる。
【００４２】
　一般式（Ｉ）で表される重合性モノマー１分子内に４つのＰ１１－Ｓ１１－を備えてい
る好ましい形態としては、Ｒ１０２、Ｒ１０４、Ｒ１０７およびＲ１０９がＰ１１－Ｓ１

１－である構造（Ｐ１１及びＳ１１は、それぞれ同一であっても異なっていても良い）と
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、Ｒ１０２、Ｒ１０４およびＲ１０７がＰ１１－Ｓ１１－であり、かつ６員環であるＡ１

１の２位または３位の一方がＰ１１－Ｓ１１－を有する構造とが挙げられる。
【００４３】
　上記のようにＰ１１及びＳ１１が複数存在する場合は、Ｐ１１及びＳ１１は、それぞれ
同一であっても異なっていても良いことはいうまでもない。
【００４４】
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に炭素原子数１～１８個のアルキル基を少なくとも１つ有
し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－
によって置換されていてもよい。
【００４５】
　これにより長鎖アルキル基が疎水性である液晶層側に向き、液晶分子もそれに倣って基
板に対して垂直方向に並ぶため、垂直配向性向上という効果を奏する。
上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマー１分子内に１つ以上有する炭素原子数１～１
８個のアルキル基（該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ
独立して－Ｏ－によって置換されていてもよい。）の例としては、炭素原子数１～１８個
のアルキル基または炭素原子数１～１８個のアルコキシ基であることが好ましく、炭素原
子数１～１８個のアルキル基であることがより好ましい。
上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーにおいて、１分子内に１つ以上のアルキル基
を備えているとアルキル部位が疎水性である液晶となじみやすく、液晶層側へブラシ状に
並び、それに倣って液晶分子が垂直配向するため好ましい。
【００４６】
　また、上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマー１分子内に１つ以上有する炭素原子
数１～１８個のアルキル基（該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－は
それぞれ独立して－Ｏ－によって置換されていてもよい。）の好ましい形態としては、直
鎖または分岐が挙げられ、直鎖が好ましい。さらに、アルキル基の好ましい炭素原子数と
しては、液晶組成物の溶解性や展開性を重視する場合、１～３個が好ましい。一方、液晶
分子に対する垂直配向性を重視する場合は、１０～１９個が好ましい。
【００４７】
　上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーの１分子内に、１～２つの炭素原子数１～
１８個のアルキル基（該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞ
れ独立して－Ｏ－によって置換されていてもよい）を備えていることが好ましい。
【００４８】
　上記一般式（Ｉ）であらわられる重合性モノマーの１分子内に、１～２つの炭素原子数
１～１８個のアルキル基を有していると配向性の観点で好ましい。
【００４９】
　上記一般式（Ｉ）であらわられる重合性モノマーの１分子内に、１つの炭素原子数１～
１８個のアルキル基（該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞ
れ独立して－Ｏ－によって置換されていてもよい）を備えている場合、Ｒ１０２、Ｒ１０

３、Ｒ１０６、Ｒ１０７および６員環であるＡ１１の２位または３位のいずれかであるこ
とが好ましい。また、上記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーの１分子内に、２つの
炭素原子数１～１８個のアルキル基（該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－Ｃ
Ｈ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－によって置換されていてもよい）を備えている場合、当
該２つのアルキル基の位置の組み合わせは、Ｒ１０２およびＲ１０４、Ｒ１０３およびＲ
１０５、Ｒ１０２およびＲ１０３、Ｒ１０６およびＲ１０８、Ｒ１０７およびＲ１０９、
またはＲ１０６およびＲ１０７の組み合わせが好ましく、Ｒ１０２およびＲ１０４、Ｒ１

０３およびＲ１０５、Ｒ１０６およびＲ１０８またはＲ１０７およびＲ１０９の組み合わ
せがより好ましい。
【００５０】
　　上記一般式（Ｉ）において、ｎ１１は０、１又は２を表し、ｎ１１は０又は１が好ま
しく、ｎ１１は０がより好ましい。



(15) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

【００５１】
　また、上記一般式（Ｉ）において、ｎ１１が２の場合、Ｌ１１およびＡ１１はそれぞれ
同一でも異なっていてもよい。
【００５２】
　一般式（Ｉ）で表される化合物は、２つのベンゼン環と、必要により環Ａ１１とが連結
した構造であり、これら２つのベンゼン環および環Ａ１１においてＰ１１－Ｓ１１－を少
なくとも２つ有していることから、一般式（Ｉ）で表される化合物は重合性モノマーとし
ての作用・効果を奏する。
【００５３】
　一般式（Ｉ）において、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ）のいずれか
を表す。
【００５４】
【化３】

【００５５】
（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基または炭素原子数１～５
個のハロゲン化アルキル基であり、Ｗは単結合、－Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単
結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそれぞれ独立して、０、１または２であ
る。）
　このうち、上記一般式（Ｉ）において、Ｐ１１はそれぞれ独立して、式（Ｒ－１）、式
（Ｒ－２）、式（Ｒ－３）、式（Ｒ－４）、式（Ｒ－５）または式（Ｒ－７）であること
が好ましく、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－３）または式（Ｒ－４）であること
がより好ましく、式（Ｒ－１）であることがより好ましく、アクリル基またはメタクリル
基であることが更に好ましく、メタクリル基であることがよりさらに好ましい。
【００５６】
　一般式（Ｉ）において、Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～３のアルキレン基である
ことが好ましく、単結合であることが更に好ましい。
【００５７】
　本発明の液晶組成物における一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーの含有量の下限は
、０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ましく、
０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好ましく、０
．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、０．１
２質量％が好ましく、０．１５質量％が好ましく、０．１７質量％が好ましく、０．２質
量％が好ましく、０．２２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．２７質量
％が好ましく、０．３質量％が好ましく、０．３２質量％が好ましく、０．３５質量％が
好ましく、０．３７質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．４２質量％が好ま
しく、０．４５質量％が好ましく、０．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい
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。本発明の液晶組成物における一般式（Ｉ）で表される重合性化合物の含有量の上限は、
２．５質量％が好ましく、２．３質量％が好ましく、２．１質量％が好ましく、２質量％
が好ましく、１．８質量％が好ましく、１．６質量％が好ましく、１．５質量％が好まし
く、１質量％が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８
５質量％が好ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量
％が好ましく、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が
好ましく、０．５質量％が好ましく、０．４５質量％が好ましく、０．４質量％が好まし
い。
【００５８】
　本発明に係る液晶組成物は、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノ
マーを含み、１種～５種の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーを含むことが好ましく
、１種～４種の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーを含むことが好ましく、１種～３
種の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーを含むことが好ましい。また別の実施形態で
は、垂直配向性や配向ムラの向上の観点から、２種～５種の一般式（Ｉ）で表される重合
性モノマーを含むことが好ましく、２種～４種の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマー
を含むことが好ましい。
【００５９】
　本発明に係る一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーの好適な形態は、一般式（Ｉａ）
で表されることが好ましい。
【００６０】
【化４】

【００６１】
　（上記一般式（Ｉａ）中、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１

０７、Ｒ１０８及びＲ１０９はそれぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１－、炭素原子数１から
１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、ハロゲン原子又は水素原子の
いずれかを表し、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ）のいずれかを表し、
【００６２】

【化５】

【００６３】
（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基または炭素原子数１～５
個のハロゲン化アルキル基であり、Ｗは単結合、－Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単
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結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそれぞれ独立して、０、１または２であ
る。）
Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７、Ｒ１０８およびＲ１

０９の少なくとも一つは炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のア
ルコキシ基である。但し、複数あるＰ１１およびＳ１１は、それぞれ同一であっても異な
っていても良い。）
　上記一般式（Ｉａ）において、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１０７のいずれかが
炭素原子数１から１８のアルキル基または炭素原子数１から１８のアルコキシ基であるこ
とが好ましい。また、上記一般式（Ｉａ）において、２つの炭素原子数１～１８個のアル
キル基または炭素原子数１から１８のアルコキシ基を備えている場合、当該２つのアルキ
ル基の位置の組み合わせは、Ｒ１０２およびＲ１０４、Ｒ１０３およびＲ１０５、Ｒ１０

２およびＲ１０３、Ｒ１０６およびＲ１０８、Ｒ１０７およびＲ１０９、またはＲ１０６

およびＲ１０７の組み合わせが好ましく、Ｒ１０２およびＲ１０４、Ｒ１０３およびＲ１

０５、Ｒ１０６およびＲ１０８またはＲ１０７およびＲ１０９の組み合わせがより好まし
い。
【００６４】
　上記一般式（Ｉａ）において、Ｐ１１は、それぞれ独立して、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－
２）、式（Ｒ－３）、式（Ｒ－４）、式（Ｒ－５）または式（Ｒ－７）であることが好ま
しく、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－３）または式（Ｒ－４）であることがより
好ましく、式（Ｒ－１）であることがより好ましく、アクリル基またはメタクリル基であ
ることが更に好ましく、メタクリル基であることがよりさらに好ましい。また、上記一般
式（Ｉａ）の２つ以上のＰ１１は同一であっても異なってもよいが、同一であることが好
ましい。
【００６５】
　上記一般式（Ｉａ）において、Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～３のアルキレン基
であることが好ましく、単結合であることが更に好ましい。また、上記一般式（Ｉａ）の
２つ以上のＳ１１は同一であっても異なってもよいが、同一であることが好ましい。
【００６６】
　なお、炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基の好
ましい態様は、一般式（Ｉ）と同様である。
【００６７】
　本発明の液晶組成物における一般式（Ｉａ）で表される重合性モノマーの含有量の下限
は、０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ましく
、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好ましく、
０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、０．
１２質量％が好ましく、０．１５質量％が好ましく、０．１７質量％が好ましく、０．２
質量％が好ましく、０．２２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．２７質
量％が好ましく、０．３質量％が好ましく、０．３２質量％が好ましく、０．３５質量％
が好ましく、０．３７質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．４２質量％が好
ましく、０．４５質量％が好ましく、０．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好まし
い。本発明の液晶組成物における一般式（Ｉ）で表される重合性化合物の含有量の上限は
、２．５質量％が好ましく、２．３質量％が好ましく、２．１質量％が好ましく、２質量
％が好ましく、１．８質量％が好ましく、１．６質量％が好ましく、１．５質量％が好ま
しく、１質量％が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．
８５質量％が好ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質
量％が好ましく、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％
が好ましく、０．５質量％が好ましく、０．４５質量％が好ましく、０．４質量％が好ま
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【００６８】
　本発明に係る液晶組成物は、１種または２種以上の一般式（Ｉａ）で表される重合性モ
ノマーを含むことが好ましい。本発明に係る液晶組成物に含まれる一般式（Ｉａ）で表さ
れる重合性モノマーの種類は、１種～５種、１種～４種、１～３種、１～２種であること
が好ましい。また別の実施形態では、垂直配向性や配向ムラの向上の観点から、２種～５
種、２種～４種、２種～３種を含むことが好ましい。
【００６９】
　本発明に係る一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーの好適な化合物としては、以下の
式ＲＭ－１～ＲＭ－７５－６が挙げられる。
【００７０】
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【００７１】
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【００７２】
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【００７３】
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【００７４】
【化１０】

【００７５】
【化１１】

【００７６】
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【００７７】
【化１３】

【００７８】
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【化１４】

【００７９】
【化１５】

【００８０】
【化１６】

【００８１】
　上記式中、ＲＭ１、ＲＭ２及びＲＭ３は、それぞれ独立して、炭素原子数１から５のア
ルキル基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表すが、炭素原子数１のアルキル基又は
水素原子を表すことがより好ましい。
【００８２】
　上記式ＲＭ－１からＲＭ－６６が好ましく、ＲＭ－２～ＲＭ－４、ＲＭ－１６～ＲＭ－
１８、ＲＭ－２０～ＲＭ－２６、ＲＭ－３０～ＲＭ－３２、ＲＭ－３４～ＲＭ－３６、Ｒ
Ｍ－３８、ＲＭ－４２、ＲＭ－４５～ＲＭ－４８、ＲＭ－５０およびＲＭ－５５～ＲＭ－
５７がより好ましく、ＲＭ－２～ＲＭ－４およびＲＭ－１６～ＲＭ－１８、がさらに好ま
しい。
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【００８３】
　本発明に係る液晶組成物は、液晶分子の配向を制御する自発配向性モノマーを必須に含
む。また、当該自発配向性モノマーは、極性基を少なくとも一つ備えており、かつ本発明
に係る一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーとは異なる化学構造を備えている。
上記極性基は、基板や膜、電極、と吸着する吸着部位の役割を備えていることが好ましい
。
【００８４】
　本発明に係る自発配向性モノマーが有する極性基は、以下の式（Ｋ－１）～（Ｋ－２８
）からなる群から選択される１種または２種以上であることが好ましい。
【００８５】
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【化１７】

【００８６】
（上記式（Ｋ－１）～（Ｋ－２３）中、ＲＫ１およびＲＫ２はそれぞれ独立して、水素原
子または炭素原子数１～５の直鎖または分岐のアルキル基またはアルキルオキシ基を表し
、ＲＫ３は、水素原子又は１～２０の直鎖または分岐のアルキル基を表し、このアルキル
基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で
置換されてもよく、ＲＫ４およびＲＫ５はそれぞれ独立して、水素原子または炭素原子数
１～８のアルキル基を表し、ＷＫ１は、メチン基、≡Ｃ－ＣＨ３、≡Ｃ－Ｃ２Ｈ５、≡Ｃ
－Ｃ３Ｈ７、≡Ｃ－Ｃ４Ｈ９、≡Ｃ－Ｃ５Ｈ１１、≡Ｃ－Ｃ６Ｈ１３または窒素原子を表
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し、ＸＫ１及びＸＫ２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－、酸素原子、－Ｃ（＝Ｏ）－又は
硫黄原子を表し、ＹＫ１、ＹＫ２及びＹＫ３はそれぞれ独立して、メチン基又は窒素原子
を表し、ＺＫ１は酸素素原子または硫黄原子を表し、ＺＫ２は炭素原子またはケイ素原子
を表し、ＺＫ３は酸素原子を表し、ＺＫ４は単結合または二重結合を表す。）
【００８７】
【化１８】

【００８８】
（式中、Ｙｉ１は、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキ
ル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少なくとも２個以上の第二
級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、また
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、Ｘｉ１

は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉｌを表し、
　Ｓｉ１及びＳｉ３はそれぞれ独立して炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表
し、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（＝ＣＨＲｉ３）－、－Ｃ（＝ＣＲｉ３

２）－、
－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｃ＝Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
　Ｓｉ２は炭素原子、窒素原子又はケイ素原子を表し、
　Ｒｉ２は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、これらの
基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－
Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、
　Ｐｉ１は重合性基を表し、
　Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
　ｎｉ１は１～３の整数を表し、ｎｉ２及びｎｉ３はそれぞれ独立して０～２の整数を表
すが、Ｓｉ２が炭素原子又はケイ素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は３であり
、Ｓｉ２が窒素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は２である。Ｒｉ３は一般式（
ｉ）中のＲｉ３と同じ意味を表し、一般式（Ｋ－１）中にＲｉ２、Ｘｉ１、Ｙｉ１、Ｓｉ

１、Ｓｉ３、Ｐｉ１及びＳｐｉ１が複数存在する場合、それらは同一であっても異なって
いても良い。）
【００８９】
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【化１９】

【００９０】
（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１は一般式（Ｋ－１）中のＳｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ

１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキル
基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少な
くとも２個以上の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－
Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、又は－ＮＨ－で置換されてもよく、ｎｉ４、ｎｉＫ２１はそれぞれ独
立して０又は１を表す。）
　本発明に係る自発配向性モノマーは、少なくとも一つの極性基と、メソゲン基と、少な
くとも一つの重合性基とを備えており、かつ本発明に係る一般式（Ｉ）で表される重合性
モノマーとは異なる化学構造を備えている。当該極性基はスペーサーを介して、メソゲン
基または重合性基と結合してもよい。
【００９１】
　当該スペーサーとしては、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表すことが
好ましく、該アルキレン基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接し
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ないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換されてよい。
【００９２】
　当該メソゲン基は、一般式（ｍｅｓ）：
【００９３】
【化２０】

【００９４】
（式中、Ｚｍｅ１は、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ＝
ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２―Ｃ
Ｈ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又
は炭素原子数２～２０のアルキレン基を表し、このアルキレン基中の１個又は隣接しない
２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、ただし
Ｋｉ１が（Ｋ－１１）の場合はメソゲン基に少なくとも－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－
、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２

ＣＨ２Ｏ－の何れか一つを含み、
Ａｍｅ１は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族基
、２価の６員環複素脂肪族基を表し、これらの環構造中の水素原子はハロゲン原子、又は
Ｐ１１－Ｓ１１－、及び極性基で置換されていてもよい。また、Ｚｍｅ１及びＡｍｅ１が
それぞれ複数存在する場合は、それぞれ互いに同一であっても異なっていてもよく、ｍｍ

ｅ１は、１～５の整数を表し、式（ｍｅ）中、左端の黒点および右端の黒点は結合手を表
す。）
　本発明に係る自発配向性モノマーは、一般式（ｉ）、一般式（ｉｉ）、一般式（ｉｉｉ
）及び一般式（ｉｖ）で表される化合物からなる群から選択される１種または２種以上の
化合物であることが好ましい。
【００９５】
【化２１】

【００９６】
　（上記一般式（ｉ）中、Ｒａｌ１、Ｒａｌ２、Ｚａｌ１、Ｚａｌ２、Ｌａｌ１、Ｌａｌ

２、Ｌａｌ３、Ｓｐａｌ１、Ｓｐａｌ２、Ｓｐａｌ３、Ｘａｌ１、Ｘａｌ２、Ｘａｌ３、
ｍａｌ１、ｍａｌ２、ｍａｌ３、ｎａｌ１、ｎａｌ２、ｎａｌ３、ｐａｌ１およびｐａｌ

２はそれぞれ互いに独立して、
　Ｒａｌ１は、水素原子、ハロゲン原子、１～２０個の炭素原子を有する直鎖状、分枝状
もしくは環状アルキルを示し、ここで当該アルキル基において、１または２つ以上の隣接
していないＣＨ２基は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－Ｏ
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てもよく、さらに１個または２個以上の水素原子は、ＦまたはＣｌによって置き換えられ
ていてもよい、
　Ｒａｌ２は、以下のいずれかの部分構造を備えた基を表し、
【００９７】
【化２２】

【００９８】
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【化２３】

【００９９】
　Ｓｐａｌ１、Ｓｐａｌ２およびＳｐａｌ３はそれぞれ互いに独立して、炭素原子数１～
１２個のアルキル基または単結合を表し、
　Ｘａｌ１、Ｘａｌ２およびＸａｌ３はそれぞれ互いに独立して、アルキル基、アクリル
基、メタクリル基またはビニル基を示し、
　Ｚａｌ１は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ
－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣ
Ｆ２－、－ＣＦ２Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－（ＣＨ２）ｎ

ａｌ－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－Ｃ
Ｈ２ＣＦ２－、－（ＣＦ２）ｎ

ａｌ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－、
－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－（ＣＲａｌ３Ｒａｌ４）ｎ

ａ１－
、－ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）－、－ＣＨ２ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）－、
－ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）－を示し、
　Ｚａｌ２はそれぞれ互いに独立して、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ
－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－Ｃ
Ｈ２Ｓ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－（ＣＨ２）ｎ
１－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－（ＣＦ２）ｎ

ａｌ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、
－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－（
ＣＲａｌ３Ｒａｌ４）ｎａ１－、－ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）－、－ＣＨ２ＣＨ（
－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）－、－ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－Ｘａｌ１）ＣＨ（－Ｓｐａｌ１－
Ｘａｌ１）－を示し、
　Ｌａｌ１、Ｌａｌ２、Ｌａｌ３はそれぞれ互いに独立して、水素原子、フッ素原子、塩
素原子、臭素原子、ヨウ素原子、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＮＣＯ、－ＮＣＳ、－ＯＣＮ、－
ＳＣＮ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａｌ３）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａｌ３、３～１５個の炭素原子
を有する任意に置換されたシリル基、任意に置換されたアリール基もしくはシクロアルキ
ル基または１～２５個の炭素原子を表すが、ここで、１個もしくは２個以上の水素原子が
ハロゲン原子（フッ素原子、塩素原子）によって置き換えられていてもよく、
上記Ｒａｌ３は、１～１２個の炭素原子を有するアルキル基を表し、上記Ｒａｌ４は、水
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整数を表し、
　ｐａｌ１およびｐａｌ２はそれぞれ互いに独立して、０または１を表し、ｍａｌ１、ｍ
ａｌ２およびｍａｌ３はそれぞれ互いに独立して、０～３の整数を表し、ｎａｌ１、ｎａ

ｌ２およびｎａｌ３はそれぞれ互いに独立して、０～３の整数を表す。）
　一般式（ｉｉ）：
【０１００】
【化２４】

【０１０１】
（式中、Ｚｉｉ１は、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ＝
ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２―Ｃ
Ｈ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又
は炭素原子数２～２０のアルキレン基を表し、このアルキレン基中の１個又は隣接しない
２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、ただし
Ｋｉ１が（Ｋ－１１）の場合はメソゲン基に少なくとも－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－
、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２

ＣＨ２Ｏ－の何れか一つを含み、
　Ａｉｉ１は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族
基、２価の６員環複素脂肪族基を表し、これらの環構造中の水素原子はハロゲン原子、又
はＰｉ１－Ｓｐｉ１－、及び一般式Ｋｉ１で表される置換基を有する１価の有機基又はＲ
ｉ１で置換されていてもよいが、少なくとも一つはＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されており
、
Ｚｉｉ１及びＡｉｉ１がそれぞれ複数存在する場合は、それぞれ互いに同一であっても異
なっていてもよく、
ｍｉｉ１は、１～５の整数を表し、
Ｒｉｉ１及びＲｉｉ２はそれぞれ独立して、水素原子、炭素原子数１～４０の直鎖又は分
岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基、又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキル基
中の－ＣＨ２－は－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－Ｏ
ＣＯ－で置換されてもよいが－Ｏ－は連続にはならなく、Ｒｉｉ１及びＲｉｉ２は少なく
とも一つは、Ｋｉ１で表される置換基を有する１価の有機基を表し、一般式（ｉｉ）中に
１つ又は２つ以上のＰｉ１－Ｓｐｉ１－を有しており、１つ又は２つ以上のＫｉ１で表さ
れる置換基を有する１価の有機基を有しておりかつ１つ又は２つ以上のＲｉ１を有してい
る。ただしＫｉ１が（Ｋ－１１）の場合は、Ｚｉｉ１は、－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－
ＯＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）
―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－の何れかである）で表される化合物（以下「化合物（
ｉｉ）」ともいう）
上記Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－（Ｐｉ１は、重合性基を表し、以下の一般式（Ｐ－１）～一般式
（Ｐ－１５）で表される群より選ばれる置換基を表し（式中、右端の黒点は結合手を表す
。）、
【０１０２】
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【化２５】

【０１０３】
Ｓｐｉ１はスペーサー基を表す。）、Ｋｉ１で表される置換基を有する１価の有機基（Ｋ
ｉ１は、以下の一般式（Ｋ－１）～一般式（Ｋ－１１）で表される置換基を表す。）及び
Ｒｉ１（Ｒｉ１は、水素原子、炭素原子数１～４０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲ
ン化アルキル基、又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキル基中の－ＣＨ２－は－ＣＨ
＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよ
いが、－Ｏ－は連続にはならない）
　上記一般式（ｉｉ）において、Ｚｉｉ１は、好ましくは、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－
Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ
－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－
ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３

）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子
数１～４０の直鎖状又は分岐状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又は隣接し
ない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表し、より好ましくは、単結合、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ

２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（
ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ

２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子数１～４０の直鎖状又は分岐状のアルキレン
基、又は該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置単結
合、炭素原子数２～１５の直鎖状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又は隣接
しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表し、更に好ましくは、単結合、
ＣＨ２－ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２―ＣＨ２－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、
－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（Ｃ
Ｈ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子数２のアルキレン基（エチレン
基（－ＣＨ２ＣＨ２－））若しくはエチレン基中の－ＣＨ２－の１個が－Ｏ－で置換され
た基（－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－）、又は炭素原子数３～１３の直鎖状のアルキレン基
若しくは該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換さ
れた基を表す。
【０１０４】
　Ａｉｉ１は、好ましくは、２価の６員環芳香族基又は２価の６員環脂肪族基を表すが、
２価の無置換の６員環芳香族基、２価の無置換の６員環脂肪族基又はこれらの環構造中の
水素原子は、置換されていないか炭素原子数１～６のアルキル基、炭素原子数１～６のア
ルコキシ基、ハロゲン原子で置換されていていることが好ましく、２価の無置換の６員環
芳香族基若しくはこの環構造中の水素原子がフッ素原子で置換された基、又は２価の無置
換の６員環脂肪族基が好ましく、置換基上の水素原子が、ハロゲン原子、アルキル基又は
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アルコキシ基によって置換されていても良い１，４－フェニレン基、２，６－ナフタレン
基又は１，４－シクロヘキシル基が好ましいが、少なくとも一つの置換基はＰｉ１－Ｓｐ
ｉ１－で置換されている。
【０１０５】
　ｍｉｉ１は、好ましくは２～５の整数を表し、更に好ましくは２～４の整数を表す。
【０１０６】
　一般式（ｉｉｉ）；
【０１０７】
【化２６】

【０１０８】
　（上記一般式（ｉｉｉ）中、Ｒｉｉｉ１は、炭素原子数１から１５のアルキル基であり
、当該アルキル基において、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－または－Ｓ－で置換
されてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－
で置換されてもよく、これらの基において、少なくとも１つの水素原子は、ハロゲン原子
で置換されてもよく、
　Ａｉｉｉ１およびＡｉｉｉ４はそれぞれ独立して、１，４－シクロへキシレン、１，４
－シクロヘキセニレン、１，４－フェニレン、ナフタレン－２，６－ジイル、デカヒドロ
ナフタレン－２，６－ジイル、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイ
ル、テトラヒドロピラン－２，５－ジイル、１，３－ジオキサン－２，５－ジイル、ピリ
ミジン－２，５－ジイル、ピリジン－２，５－ジイル、フルオレン－２，７－ジイル、フ
ェナントレン－２，７－ジイル、アントラセン－２，６－ジイル、ペルヒドロシクロペン
タ［ａ］フェナントレン－３，１７－ジイル、または２，３，４，７，８，９，１０，１
１，１２，１３，１４，１５，１６，１７－テトラデカヒドロシクロペンタ［ａ］フェナ
ントレン－３，１７－ジイルであり、これらの環において、少なくとも１つの水素原子は
、フッ素原子、塩素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基、炭素原子数２から１２の
アルケニル基、炭素原子数１から１１のアルコキシ基、または炭素原子数２から１１のア
ルケニルオキシ基で置換されてもよく、これらの基において、少なくとも１つの水素原子
は、フッ素原子または塩素原子で置換されてもよく、
　Ｚｉｉｉ１は、単結合または炭素原子数１から１０のアルキレンであり、このアルキレ
ンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、または－ＯＣＯＯ－で置換されてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は、－
ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、これらの基において、少なくとも１
つの水素原子は、ハロゲン原子で置換されてもよく、
　Ｓｉｉｉ１は、単結合または炭素原子数１から１０のアルキレン基であり、当該アルキ
レン基において、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－、または－ＯＣＯＯ－で置換されてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は
、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、これらの基において、少なくと
も１つの水素は、ハロゲン原子で置換されてもよく，
　Ｋｉｉｉ１およびＫｉｉｉ２はそれぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、炭素原子
数１～５のアルキル基、または少なくとも１つの水素原子がハロゲン原子（例えばフッ素
原子）で置換された炭素原子数１から５のアルキル基であり、
　ｎｉｉｉ１は０、１、２、３、または４であり，
　Ｒｉｉｉ２は、式（ｉｉｉ－１）または式（ｉｉｉ－２）で表される基であり，
【０１０９】
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【化２７】

【０１１０】
　式（ｉｉｉ－１）および式（ｉｉｉ－２）において、
　Ｓｉｉｉ２およびＳｉｉｉ３はそれぞれ独立して、単結合または炭素原子数１から１０
のアルキレン基であり、当該アルキレン基において、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－
Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、または－ＯＣＯＯ－で置換されて
もよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置換
されてもよく、これらの基において、少なくとも１つの水素原子は、ハロゲン原子で置換
されてもよく、
　Ｓｉｉｉ１は、＝ＣＨ－または＝Ｎ－であり，
　Ｘｉｉｉ１は、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＯＲ３、－Ｎ（Ｒ３）２、式（Ｘｉｉｉ１）、－
ＣＯＯＨ、－ＳＨ、－Ｂ（ＯＨ）２、または－Ｓｉ（Ｒ３）３で表される基であり、ここ
で、Ｒ３は、水素原子または炭素原子数１から１０のアルキル基であり、当該アルキル基
において、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－または－ＣＨ＝ＣＨ－で置換されても
よく、これらの基において、少なくとも１つの水素原子は、ハロゲン原子で置換されても
よく、
式（Ｘｉｉｉ１）：
【０１１１】
【化２８】

【０１１２】
（ｎｉｉｉ２は、１～５の整数ある。）
　一般式（ｉｖ）；
【０１１３】
【化２９】

【０１１４】
　一般式（ｉｖ）で表される化合物は、特にＫｉ１で表される部分構造を有するため、液
晶組成物に用いられた際に、液晶組成物（液晶層）を挟持する基板に配向し、液晶分子を
垂直方向に配向させた状態で保持することができる。一般式（ｉｖ）で表される化合物は
、Ｋｉ１で表される部分構造が極性を有するため、液晶組成物（液晶層）を挟持する基板
に吸着し、また、該化合物はＫｉ１で表される部分構造を化合物の末端に有するため、液
晶分子を垂直方向に配向させた状態で保持すると考えられる。したがって、本実施形態の
重合性化合物を用いた液晶組成物によれば、ＰＩ層を設けなくとも液晶分子を配向させる
（電圧無印加時に液晶分子の垂直配向を誘起し、電圧印加時に液晶分子の水平配向を実現
する）ことが可能となる。このため、化合物（ｉｖ）を含む液晶組成物は、液晶分子の垂
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【０１１５】
　加えて、本発明者らは、本実施形態における化合物（ｉｖ）を含む液晶組成物がＫｉ１

で表される部分構造を有することにより、液晶分子の配向のみならず、液晶組成物の保存
性安定性を確保できることを見出した。
【０１１６】
　更に、一般式（ｉｖ）で表される化合物（ｉｖ）を含む液晶組成物は、Ａｉ２又はＡｉ

３の置換基として、或いは、Ｋｉ１の置換基として、特定の位置に重合性基を有するため
、より良好な配向性を維持できる。
【０１１７】
　以上の観点から、本実施形態の液晶組成物における化合物（ｉｖ）は、分子の末端、好
ましくは分子の主鎖の末端に、Ｋｉ１で表される部分構造を有していればよく、Ｋｉ１で
表される部分構造が結合する結合先の化学構造は、液晶組成物の機能を阻害しない範囲で
あれば特に制限されない。
【０１１８】
　以下、一般式（ｉｖ）で表される化合物の具体例について説明する。
【０１１９】
　一般式（ｉｖ）中のＫｉ１は好ましくは、直鎖又は分岐の炭素原子数３～４０のアルキ
ル基、炭素原子数３～４０の直鎖又は分岐のハロゲン化アルキル基、炭素原子数３～４０
の直鎖又は分岐のシアノ化アルキル基であり、ここで、Ｋｉ１中の少なくとも２個以上の
第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、
Ｋｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換されている
ことが好ましく、少なくとも３個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換され
ていることが好ましく、少なくとも４個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置
換されていることが好ましい。Ｘｉ１は電圧保持率（VHR）向上の観点から酸素原子が好
ましい。Ｋｉ１は、好ましくは、炭素原子数３～３０の直鎖又は分岐のアルキル基、直鎖
又は分岐のハロゲン化アルキル基、直鎖又は分岐のシアノ化アルキル基を表し、該アルキ
ル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－（Ｃ
＝ＣＨＲｉ３）－、－（Ｃ＝ＣＲｉ３

２）－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－で置
換されてもよく、より好ましくは、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基又は
直鎖又は分岐のシアノ化アルキル基を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子
が直接隣接しないように－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－（Ｃ＝ＣＨＲｉ３）－、－（Ｃ＝ＣＲｉ

３
２）－、－Ｏ－で置換されてもよく、より好ましくは、炭素原子数３～２０の分岐のア

ルキル基又は分岐のシアノ化アルキル基を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素
原子が直接隣接しないように－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－Ｏ－で置換されてもよい。Ｒｉ３は
炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキル基が好ましく、炭素原子数１～７のアルキ
ル基が好ましく、炭素原子数１～３のアルキル基が好ましく、該アルキル基中の第二級炭
素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－で置換
されてもよい。
【０１２０】
　また、Ｋｉ１中の水素原子は重合性基、すなわちＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されている
ことが好ましい。Ｋｉ１中に極性基と重合性基が存在していることで、より良好な配向性
が得られる。
【０１２１】
　Ｋｉ１は、一般式（Ｋ－２４）を表すことが好ましい。
【０１２２】
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【化３０】

【０１２３】
（式中、Ｙｉ１は、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキ
ル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少なくとも２個以上の第二
級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、また
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、また、
これらのアルキル基中の水素原子はＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されてもよく、Ｘｉ１は、
酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉ３を表し、
　Ｓｉ１及びＳｉ３はそれぞれ独立して炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表
し、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－（Ｃ＝ＣＨＲｉ３）－、－（Ｃ＝ＣＲｉ３

２）－、
－Ｏ－、－ＮＨ－、－（Ｃ＝Ｏ）－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
　Ｓｉ２は炭素原子、窒素原子又はケイ素原子を表し、
　Ｒｉ２は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アル
キル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらの基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接
隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（＝Ｘｉ１）－又は－ＣＨ
（－ＣＮ）－で置換されてもよく、
　Ｐｉ１は重合性基を表し、
　Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
　ｎｉ１は１～３の整数を表し、ｎｉ２及びｎｉ３はそれぞれ独立して０～２の整数を表
すが、Ｓｉ２が炭素原子又はケイ素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は３であり
、Ｓｉ２が窒素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は２である。Ｒｉ３は一般式（
ｉ）中のＲｉ３と同じ意味を表し、一般式（Ｋ－１）中にＲｉ２、Ｘｉ１、Ｙｉ１、Ｓｉ

１、Ｓｉ３、Ｐｉ１及びＳｐｉ１が複数存在する場合、それらは同一であっても異なって
いても良い。）
　一般式（Ｋ－１）中のＳｉ１及びＳｉ３は好ましくは、炭素原子数１～６の直鎖又は分
岐のアルキレン基又は単結合であり、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣
接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－Ｏ－、－（Ｃ＝Ｏ）－、－ＣＯ
Ｏ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、より好ましくは、単結合、炭素原子数１～６の
直鎖状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しない
ように－Ｏ－で置換された基であることが好ましい。Ｓｉ１及びＳｉ３は、具体的には－
（ＣＨ２）ｎ－、－Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－、－（ＣＨ２）ｎ－Ｏ－
（ＣＨ２）ｍ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｎ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｎ－を表すことが好
ましい（ｎ及びｍは、１～６の整数を表す。）
　Ｓｉ２は炭素原子であることが好ましい。Ｒｉ２は好ましくは、水素原子又は炭素原子
数１～1０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、該アルキル基中の－ＣＨ２－は－Ｏ－、
－Ｃ（＝Ｘｉ１）－又は－ＣＨ（－ＣＮ）－で置換されてもよく（ただし－O－は連続に
はならない）、好ましくは、水素原子又は炭素原子数１～７の直鎖又は分岐のアルキル基
を表し、該アルキル基中の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｘｉ１）－又は－ＣＨ（－ＣＮ
）－で置換（ただし－O－は連続にはならない）されてもよく、より好ましくは、水素原
子、炭素原子数１～３の直鎖アルキル基が好ましい。
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【０１２４】
　Ｙｉ１は炭素原子数３～２０のアルキル基、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のハロ
ゲン化アルキル基、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のシアノ化アルキル基であり、こ
こで、Ｙｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は
－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、Ｙｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子
は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換されていることが好ましい。Ｘｉ１は電圧保持率（VHR）向
上の観点から酸素原子が好ましい。Ｙｉ１は、好ましくは、炭素原子数３～１０の直鎖又
は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基、シアノ化アルキル基を表し、該アルキル基
中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－（Ｃ＝Ｃ
ＨＲｉ３）－、－（Ｃ＝ＣＲｉ３

２）－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－で置換さ
れてもよく、より好ましくは、炭素原子数３～７の直鎖又は分岐のアルキル基又はシアノ
化アルキル基を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないよう
に－（Ｃ＝ＣＨ２）－、－（Ｃ＝ＣＨＲｉ３）－、－（Ｃ＝ＣＲｉ３

２）－、－Ｏ－で置
換されてもよく、より好ましくは、炭素原子数３～７の直鎖又は分岐のアルキル基を表し
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－で置換され
てもよい。また、アルキル基中の水素原子はＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されてもよい。
【０１２５】
　Ｙｉ１は、一般式（Ｙ－１）から選ばれる基を表すことが、液晶の配向性を向上させる
観点から好ましい。
【０１２６】
【化３１】

【０１２７】
（式中、ＷｉＹ１は単結合又は酸素原子を表し、破線は単結合又は二重結合を表し、Ｒｉ

Ｙ１は、破線が単結合を表す場合、水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアル
キル基又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直
接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－又は－ＣＯ－で置換されてもよ
く、破線が二重結合を表す場合、＝ＣＨ２、＝ＣＨＲｉＹ４、又は＝ＣＲｉＹ４

２を表し
、ＲｉＹ４は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、該アル
キル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又
は－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、ＲｉＹ３は、破線が単結合を表す場合のＲｉＹ１と同
じ意味を表し、ＲｉＹ２は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、
ハロゲン化アルキル基、シアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の第二級炭素
原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－
、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＣＨ２（－ＣＮ）－で置換されてもよ
く、また、ＲｉＹ２はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、ｎｉＹ１は破線が二重結合を表す場合
０であり、破線が単結合を表す場合１であり、ｎｉＹ２は０～５の整数を表し、Ｐｉ１は
重合性基を表し、Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、ＲｉＹ１、ＲｉＹ３、Ｒｉ

Ｙ４、Ｐｉ１及びＳｐｉ１が複数存在する場合、それらは同一であっても異なっていても
よく、＊でＳｉ３と結合する。）
　ＲｉＹ１は、破線が単結合を表す場合、水素原子又は炭素原子数１～１０の直鎖又は分
岐のアルキル基が好ましく、水素原子又は炭素原子数１～７のアルキル基が好ましく、水
素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基が好ましく、該アルキル基中の第二級炭素原子
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は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されて
もよい。具体的には、水素原子を表すことが好ましく、また、耐熱性向上の観点から、炭
素原子数１～３のアルキル基、炭素原子数１～３のアルコキシ基、－ＣＯ－ＣＨ３、－Ｃ
Ｈ２－Ｏ－ＣＨ３を表すことが好ましい。また、ＲｉＹ１は耐熱性向上の観点からＰｉ１

－Ｓｐｉ１－表すことも好ましい。ＲｉＹ１がＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表す場合、一般式（
ｉ）で表される化合物が熱により分解してしまうことにより生じる分解物が重合されるこ
とから、不純物の増加を防ぐことができ、液晶組成物への悪影響が少なくなると考えられ
る。Ｐｉ１は重合性基を表し、アクリロイル基、メタクリロイル基、又は後述する一般式
（Ｐ－１）～（Ｐ－１５）で表される群より選ばれる置換基を表すことが好ましい。Ｓｐ
ｉ１は好ましくは炭素原子数１～１８の直鎖状アルキレン基又は単結合を表し、より好ま
しくは炭素原子数２～１５の直鎖状アルキレン基又は単結合を表し、更に好ましくは炭素
原子数２～８の直鎖状アルキレン基又は単結合を表す。
【０１２８】
　また、破線が二重結合を表す場合、＝ＣＨ２、＝ＣＨＲｉＹ４、又は＝ＣＲｉＹ４

２を
表し、＝ＣＨ２を表すことが好ましい。ＲｉＹ４は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐の
アルキル基が好ましく、炭素原子数１～７のアルキル基が好ましく、炭素原子数１～３の
アルキル基が好ましく、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないよ
うに－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよい。
【０１２９】
　ＲｉＹ３の好ましい基は、破線が単結合を表す場合のＲｉＹ１の好ましい基と同じであ
る。ｎｉＹ１は０が好ましい。
【０１３０】
　ＲｉＹ１及びＲｉＹ３の好ましい組み合わせとして、共に水素原子、共に炭素原子数１
～３のアルキル基、共に炭素原子数１～３のアルコキシ基、共に－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３等
があげられる。ＲｉＹ１及びＲｉＹ３のいずれか一方がＰｉ１－Ｓｐｉ１－又は－ＣＯ－
ＣＨ３を表す場合、他方は水素原子を表すことが好ましい。　ｎｉＹ２は０～３の整数が
好ましく、０、１又は２がより好ましく、０又は１がより好ましい。
【０１３１】
　ＲｉＹ２は、水素原子又は炭素原子数１～１０のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又
はシアノ化アルキル基が好ましく、炭素原子数１～７のアルキル基、ハロゲン化アルキル
基又はシアノ化アルキル基が好ましく、炭素原子数１～３のアルキル基が好ましい。また
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－（Ｃ＝
Ｘｉ２）－又は－（ＣＨ２－ＣＮ）－で置換されていることが好ましい。Ｘｉ２はVHR向
上の観点から酸素原子が好ましい。また、ＲｉＹ２は、Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－を表すことが
好ましい。ＲｉＹ２がＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表す場合、一般式（ｉ）で表される化合物が
熱により分解してしまうことにより生じる分解物が重合されることから、不純物の増加を
防ぐことができ、液晶組成物への悪影響が少なくなると考えられる。
【０１３２】
　一般式（Ｙ－１）は、より具体的には、式（Ｙ－１－１）、（Ｙ－１－２）、（Ｙ－１
－３ａ）、（Ｙ－１－３ｂ）、（Ｙ－１－４）が好ましい。
【０１３３】
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【化３２】

【０１３４】
（式中、ｎｉＹ１１は０又は１を表し、ＲｉＹ２１は炭素原子数１～１０のアルキル基、
ハロゲン化アルキル基、シアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の第二級炭素
原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－
、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－（Ｃ＝Ｏ）－又は－（ＣＨ２－ＣＮ）－で置換されてもよ
く、また、ＲｉＹ２１はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２はそれぞ
れ独立して水素原子、炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、該アルキ
ル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－
Ｃ≡Ｃ－又は－ＣＯ－で置換されてもよく、また、ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２はＰｉ１－
Ｓｐｉ１－を表す。）
　ＲｉＹ２１は、炭素原子数１～７のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化ア
ルキル基が好ましく、炭素原子数１～３のアルキル基が好ましい。また、ＲｉＹ２１は、
Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－を表すことが好ましい。ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２は水素原子、炭素
原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基が好ましく、水素原子又、
炭素原子数１～３のアルキル基、炭素原子数１～３のアルコキシ基、－ＣＯ－ＣＨ３、－
ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３を表すことが好ましい。また、ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２の少なくと
もいずれか一方は、Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－を表すことが好ましい。
【０１３５】
　液晶化合物との相溶性を向上させる観点からは、式（Ｙ－１－１）の構造を有すること
が好ましい。式（Ｙ－１－１）としては、式（Ｙ－１－１ａ）～式（Ｙ－１－１ｈ）が好
ましい。
【０１３６】
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【化３３】

【０１３７】
（式中、ｎｉＹ１１は０又は１を表す。）
　液晶化合物との相溶性、耐熱性を向上させる観点からは、式（Ｙ－１－２）の構造を有
することが好ましい。式（Ｙ－１－２）としては、式（Ｙ－１－２ａ）～式（Ｙ－１－２
ｆ）が好ましい。
【０１３８】
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【化３４】

【０１３９】
（式中、ｎｉＹ１１は０又は１を表す。）　耐熱性を向上させる観点からは、式（Ｙ－１
－３ａ）及び式（Ｙ－１－３ｂ）の構造を有することが好ましい。式（Ｙ－１－３ａ）と
しては、式（Ｙ－１－３ａａ）、式（Ｙ－１－３ｂ）としては、式（Ｙ－１－３ｂａ）が
好ましい。
【０１４０】
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【化３５】

【０１４１】
（式中、ｎｉＹ１１は０又は１を表す。）
　液晶組成物の配向性、電圧保持率を向上させる観点からは、式（Ｙ－１－４）の構造を
有することが好ましい。式（Ｙ－１－４）としては、式（Ｙ－１－４ａ）～式（Ｙ－１－
４ｆ）が好ましい。特に、（Ｙ－１－４ａ）～（Ｙ－１－４ｃ）の構造は、液晶化合物と
の相溶性と液晶組成物の配向性のバランスがとれていて好ましい。
【０１４２】
【化３６】

【０１４３】
（式中、ｎｉＹ１１は０又は１を表す。）
　また、Ｙｉ１は、一般式（Ｙ－２）から選ばれる基を表すことが、好ましい。
【０１４４】
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【０１４５】
（式中、ＷｉＹ１、ＲｉＹ３及びＲｉＹ２は一般式（Ｙ－１）中のＷｉＹ１、ＲｉＹ３及
びＲｉＹ２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｙ－２）は、一般式（Ｙ－２－１）を表すことが好ましい。
【０１４６】

【化３８】

【０１４７】
（式中、ｎｉＹ１１、ＲｉＹ２１及びＲｉ３１は一般式（Ｙ－１－１）中のｎｉＹ１１、
ＲｉＹ２１及びＲｉ３１と同じ意味を表す。）
　また、Ｙｉ１は、一般式（Ｙ－３）から選ばれる基を表すことが、耐熱性向上の観点か
ら好ましい。
【０１４８】

【化３９】

【０１４９】
（式中、ＲｉＹ１、ＲｉＹ２、ＲｉＹ３、ｎｉＹ１及びｎｉＹ１は一般式（Y－１）中の
ＲｉＹ１、ＲｉＹ２、ＲｉＹ３、ｎｉＹ１及びｎｉＹ１とそれぞれ同じ意味を表す。）
　一般式（Ｙ－３）は、一般式（Ｙ－３－１）～一般式（Y－３－４）を表すことが好ま
しい。
【０１５０】
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【化４０】

【０１５１】
（式中、ＲｉY２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２及びｎｉＹ１１は一般式（Y－１－１）中の
ＲｉY２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２及びｎｉＹ１１とそれぞれ同じ意味を表す。）
　より具体的には、一般式（Ｙ－３－１）は一般式（Ｙ－３－１１）が好ましい。
【０１５２】

【化４１】

【０１５３】
（式中、ＲｉY２１は一般式（Y－３－１）中のＲｉY２１と同じ意味を表す。）
　また、Ｙｉ１は、一般式（Ｙ－４）から選ばれる基を表すことが、耐熱性向上の観点か
ら好ましい。
【０１５４】
【化４２】
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（式中、ＲｉＹ１、ＲｉＹ２、ＲｉＹ３、ｎｉＹ１及びｎｉＹ１は一般式（Y－１）中の
ＲｉＹ１、ＲｉＹ２、ＲｉＹ３、ｎｉＹ１及びｎｉＹ１とそれぞれ同じ意味を表す。）
　一般式（Ｙ－４）は、一般式（Ｙ－４－１）～一般式（Y－４－３ｂ）を表すことが好
ましい。
【０１５６】
【化４３】

【０１５７】
（式中、ＲｉY２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２及びｎｉＹ１１は一般式（Y－１－１）中の
ＲｉY２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２及びｎｉＹ１１とそれぞれ同じ意味を表す。）
　より具体的には、一般式（Ｙ－４－１）は一般式（Ｙ－４－１１）が好ましい。
【０１５８】
【化４４】

【０１５９】
（式中、ＲｉY２１は一般式（Y－４－１）中のＲｉY２１と同じ意味を表す。）
　Ｐｉ１は以下の式（P－１）～一般式（P－１５）で表される群より選ばれる置換基を表
すことが好ましい。取り扱いの簡便性、反応性の点から、式（P－１）～（P－３）、（P
－１４）、（Ｐ－１５）のいずれかの置換基が好ましく、式（P－１）、（P－２）が、さ
らに好ましい。
【０１６０】
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【化４５】

【０１６１】
（式中、右端の黒点は結合手を表す。）
【０１６２】
　Ｓｐｉ１は、好ましくは炭素原子数１～１８の直鎖状アルキレン基又は単結合を表し、
より好ましくは炭素原子数２～１５の直鎖状アルキレン基又は単結合を表し、更に好まし
くは炭素原子数２～８の直鎖状アルキレン基又は単結合を表す。
【０１６３】
　ｎｉ１は、液晶の配向性と液晶化合物への溶解性を向上させる観点から、１又は２を表
すことが好ましい。ｎｉ２は０又は１を表すことが好ましく、配向性を向上させる観点か
ら１を表すことがより好ましい。ｎｉ３は、０又は１を表すことが好ましい。
【０１６４】
　一般式（Ｋ－２４）は、一般式（Ｋ－２４Ａ）又は（Ｋ－２４Ｂ）から選ばれる基を表
すことが好ましい。
【０１６５】

【化４６】

【０１６６】
（式中、Ｓｉ１、Ｓｉ２、Ｓｉ３、Ｙｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１は、一般式（Ｋ－１）中
のＳｉ１、Ｓｉ２、Ｓｉ３、Ｙｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１とそれぞれ同じ意味を表し、ｎ
ｉＡ１は１～３の整数を表し、ｎｉＡ３は０～２の整数を表し、ｎｉＢ１は１～２の整数
を表し、ｎｉＢ３は０又は１を表すが、Ｓｉ２が炭素原子又はケイ素原子を表す場合、ｎ
ｉＡ１＋ｎｉＡ３は３であり、ｎｉＢ１＋ｎｉＢ３は２であり、Ｓｉ２が窒素原子を表す
場合、ｎｉＡ１＋ｎｉＡ３は２であり、ｎｉＢ１　は１、ｎｉＢ３は０を表す。）
【０１６７】
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　式（ｉ）中のＫｉ１は液晶組成物を垂直配向させるために重要な構造であり、極性基と
重合基が隣接していることで、より良好な配向性が得られ、また液晶組成物への良好な溶
解性を示す。従って、液晶の配向性を重要視する場合は、一般式（Ｋ－２４B）が好まし
い。一方、液晶化合物への溶解性を重要視する場合は、一般式（Ｋ－２４A）が好ましい
。　一般式（Ｋ－２４A）～（Ｋ－２４B）の好ましい例としては以下の式（K－２４A－１
）～（K－２４A－４）及び式（K－２４B－１）～（K－２４B－６）が挙げられるが、液晶
組成物への溶解性の点から、式（K－２４A－１）～（K－２４A－３）が好ましく、配向性
の点からは、式（K－２４B－２）～（K－２４B－４）が好ましく、特に好ましくは式（K
－２４A－１）、（K－２４B－２）及び（K－２４B－４）が挙げられる。
【０１６８】
【化４７】

【０１６９】
（式中、Ｓｉ１、Ｙｉ１及びＰｉ１はそれぞれ独立して一般式（Ｋ－２４）中のＳｉ１、
Ｙｉ１及びＰｉ１と同じ意味を表す。）
　また、一般式（Ｋ－２４）は、一般式（Ｋ－２４－１）、（Ｋ－２４－２）、（Ｋ－２
４－３ａ）、（Ｋ－２４－３ｂ）、（Ｋ－２４－４ａ）、（Ｋ－２４－４ｂ）（Ｋ－２４
－Ｙ２）、（Ｋ－２４－Ｙ３）及び（Ｋ－２４－Ｙ４）から選ばれる基を表すことが好ま
しい。
【０１７０】
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【化４８】

【０１７１】
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【０１７２】
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【０１７３】
（式中、ｎｉＹ１１、ＲｉＹ２１、ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２はそれぞれ独立して一般式
（Ｙ－１－１）～（Ｙ－４）中のｎｉＹ１１、ＲｉＹ２１、ＲｉＹ３１及びＲｉＹ３２と
それぞれ同じ意味を表し、Ｓｐｉ１及びＰｉ１は一般式（ｉ）中のＳｐｉ１及びＰｉ１と
それぞれ同じ意味を表し、ＲｉＫ１は炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表し
、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－
Ｃ≡Ｃ－又は－Ｏ－で置換されてもよく、ｎｉＫ１は及びｎｉＫ２はそれぞれ独立して０
又は１を表す。）
　ＲｉＫ１は炭素原子数１～６の直鎖のアルキレン基が好ましく、炭素原子数１～３の直
鎖のアルキレン基が好ましい。なお、ＲｉＹ２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２、Ｓｐｉ１及
びＰｉ１の好ましい基は一般式（Ｙ－１－１）～（Ｙ－１－４）、（Ｙ－２）～（Ｙ－４
）、一般式（ｉ）中のＲｉＹ２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２、Ｓｐｉ１、Ｐｉ１と同様で
ある。
【０１７４】
　また、Ｋｉ１は、一般式（Ｋ－２５）～（Ｋ－２８）を表すことが好ましい。
【０１７５】
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【化５１】

【０１７６】
（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１は一般式（Ｋ－２４）中のＳｉ１、Ｐｉ１及びＳｐ
ｉ１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキ
ル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少
なくとも１個以上の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、又は－ＮＨ－で置換されてもよく、ｎｉ４、ｎｉＫ２１はそれぞれ
独立して０又は１を表す。）
　ＲＫ２１は炭素原子数１～５の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又は
シアノ化アルキル基を表すことが好ましく、炭素原子数１～３の直鎖アルキル基又はシア
ノ化アルキル基を表すことがより好ましい。また、これらのアルキル基中の少なくとも１
個以上の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－で置換されていること
が好ましい。ＲＫ２１は具体的には、炭素原子数１～３のアルキル基、炭素原子数１～３
のアルコキシ基、炭素原子数１～３のシアノ化アルキル基が好ましい。
【０１７７】
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　一般式（Ｋ－２５）は、以下の一般式（Ｋ－２５－１）～（Ｋ－２５－３）を表すこと
が好ましい。
【０１７８】
【化５２】

【０１７９】
（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１、Ｓｐｉ１、ｎｉ４及びｎｉＫ２１は一般式（Ｋ－２５）中のＳ
ｉ１、Ｐｉ１、Ｓｐｉ１、ｎｉ４及びｎｉＫ２１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１１

は炭素原子数１～３の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化ア
ルキル基を表す。）
　一般式（Ｋ－２６）は、以下の一般式（Ｋ－２６－１）及び（Ｋ－２６－２）を表すこ
とが好ましい。
【０１８０】
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【化５３】

【０１８１】
（式中、Ｓｉ１は一般式（Ｋ－２６）中のＳｉ１と同じ意味を表し、ＲＫ２１１は炭素原
子数１～３の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基
を表す。）
　一般式（Ｋ－２７）は、以下の一般式（Ｋ－２７－１）を表すことが好ましい。
【０１８２】

【化５４】

【０１８３】
（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１、Ｓｐｉ１及びｎｉ４は一般式（Ｋ－２７）中のＳｉ１、Ｐｉ１

、Ｓｐｉ１及びｎｉＫ２１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１１は炭素原子数１～３の
直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表す。）
　一般式（Ｋ－２８）は、以下の一般式（Ｋ－２８－１）を表すことが好ましい。
【０１８４】

【化５５】

【０１８５】
（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１、Ｓｐｉ１及びｎｉ４は一般式（Ｋ－２８）中のＳｉ１、Ｐｉ１

、Ｓｐｉ１及びｎｉＫ２１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１１は炭素原子数１～３の
直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表す。）
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　なお、Ｓｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１の好ましい基は、一般式（Ｋ－２４）中のＳｉ１、
Ｐｉ１及びＳｐｉ１と同様である。
【０１８６】
　式（ｉ）中、Ｚｉ１及びＺｉ１は、好ましくは、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－
、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－
ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ

２Ｏ－、炭素原子数１～４０の直鎖状又は分岐状のアルキレン基、又は該アルキレン基中
の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表し、より好まし
くは、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－
、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（Ｃ
Ｈ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、炭素原子
数１～１０の直鎖状又は分岐状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又は隣接し
ない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表し、より好ましくは、単結合、炭
素原子数２～１５の直鎖状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又は隣接しない
２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表し、更に好ましくは、単結合、－ＣＯ
Ｏ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子
数２のアルキレン基（エチレン基（－ＣＨ２ＣＨ２－））若しくはエチレン基中の－ＣＨ

２－の１個が－Ｏ－で置換された基（－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－）、若しくはエチレン
基中の－ＣＨ２－の１個が－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－で置換された基（－ＣＨ－ＣＨＣＯＯ
－、－ＯＣＯＣＨ－ＣＨ－）である。
【０１８７】
　Ｒｉ１は、好ましくは炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、又はハロゲン
化アルキル基を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は、酸素原子が直接隣接しないよ
うに－Ｏ－、置換されることが良く、より好ましくは、炭素原子数３～１８の直鎖又は分
岐のアルキル基を表し、該アルキル基中の第二級炭素原子は、酸素原子が直接隣接しない
ように－Ｏ－で置換されても良い。液晶化合物の配向性を向上させる観点から、Ｒｉ１の

炭素原子数は３以上が好ましく、４以上が好ましく、５以上が好ましい。
【０１８８】
　Ａｉ１は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族基
、又は２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、２価の５員環複素芳香族基、
２価の５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基が好ましく、具体的には、１，４
－フェニレン基、１，４－シクロヘキシレン基、アントラセン－２，６－ジイル基、フェ
ナントレン－２，７－ジイル基、ピリジン－２，５－ジイル基、ピリミジン－２，５－ジ
イル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、シクロペンタン－１，３－ジイル基、インダン
－２，５－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基及び
１，３－ジオキサン－２，５－ジイル基から選択される環構造を表すことが好ましく、該
環構造は無置換であるか又はＬｉ１で置換されていることが好ましい。Ｌｉ１は炭素原子
数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルキル基、炭素原子数１～
１２のアルコキシ基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルコキシ基、ハロゲン原子、シ
アノ基又はニトロ基を表すことが好ましい。Ａｉ１は好ましくは、２価の６員環芳香族基
又は２価の６員環脂肪族基を表すが、２価の無置換の６員環芳香族基、２価の無置換の６
員環脂肪族基、又はこれらの環構造中の水素原子が炭素原子数１～６のアルキル基、炭素
原子数１～６のアルコキシ基又はハロゲン原子で置換された基であることが好ましく、２
価の無置換の６員環芳香族基若しくはこの環構造中の水素原子がフッ素原子で置換された
基、又は２価の無置換の６員環脂肪族基が好ましく、置換基上の水素原子がハロゲン原子
、アルキル基又はアルコキシ基によって置換されていても良い１，４－フェニレン基、２
，６－ナフタレン基又は１，４－シクロヘキシル基がより好ましい。
【０１８９】
　Ａｉ２及びＡｉ３はそれぞれ独立して、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香
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族基、２価の６員環脂肪族基、又は２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、
２価の５員環複素芳香族基、２価の５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基が好
ましく、具体的には、１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキシレン基、アントラセ
ン－２，６－ジイル基、フェナントレン－２，７－ジイル基、ピリジン－２，５－ジイル
基、ピリミジン－２，５－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、シクロペンタン－
１，３－ジイル基、インダン－２，５－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタ
レン－２，６－ジイル基及び１，３－ジオキサン－２，５－ジイル基から選択される環構
造を表すことが好ましく、該環構造は無置換であるか、又はＬｉ１、Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－
若しくはＫｉ１で置換されていることが好ましい。また、Ａｉ３は１，３－フェニレン基
、１，３－シクロヘキシレン基、ナフタレン２，５－ジイル基から選択される環構造を表
すことも好ましい。
【０１９０】
　Ｌｉ１の好ましい基は、Ａｉ１中のＬｉ１と同様である。Ａｉ２及びＡｉ３は好ましく
は、２価の６員環芳香族基又は２価の６員環脂肪族基を表すが、２価の無置換の６員環芳
香族基、２価の無置換の６員環脂肪族基、又はこれらの環構造中の水素原子が炭素原子数
１～６のアルキル基、炭素原子数１～６のアルコキシ基、ハロゲン原子又はＰ－Ｓｐ－で
置換された基であることが好ましく、２価の無置換の６員環芳香族基若しくはこの環構造
中の水素原子がフッ素原子で置換された基、又は２価の無置換の６員環脂肪族基が好まし
く、置換基上の水素原子がハロゲン原子、アルキル基又はアルコキシ基、Ｐ－Ｓｐ－によ
って置換されていても良い１，４－フェニレン基、２，６－ナフタレン基又は１，４－シ
クロヘキシル基がより好ましい。また、Ａｉ３はＫｉ１で置換されていることも好ましい
。
【０１９１】
　ここで、一般式（ｉ）は、Ａｉ２又はＡｉ３の置換基として、或いは、Ｋｉ１の置換基
として、少なくとも１つ以上のＰｉ１－Ｓｐｉ１－を有するが、信頼性をより向上させる
観点から、一般式（ｉ）中の重合性基の数は２以上が好ましく、３以上が好ましい。信頼
性を重視する場合は、Ａｉ２又はＡｉ３部に重合基を導入することで容易に多官能化が図
れ、強固なポリマーを構築することができる。Ａｉ２又はＡｉ３中のＰｉ１－Ｓｐｉ１－
の置換される位置は、Ｋｉ１の近傍が好ましく、Ａｉ３がＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換され
ていることがより好ましい。
【０１９２】
　ｍｉ１は、好ましくは０～３の整数を表し、更に好ましくは０～１の整数を表す。
【０１９３】
　一般式（ｉｖ）で表される化合物は、以下の一般式（ｉｖ―１）で表される化合物であ
ることが好ましい。
【０１９４】
【化５６】

【０１９５】
（式中、Ｒｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１はそれ
ぞれ独立して一般式（ｉｖ）中のＲｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐ
ｉ１及びＳｐｉ１と同じ意味を表し、Ｙｉ１はそれぞれ独立して一般式（Ｋ－２４）中の
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－２４－１）中のＲｉＫ１、ｎｉＫ１、ｎｉＫ２と同じ意味を表し、Ｌｉ１１は炭素原子
数１～３のアルキル基を表し、ｍｉ３は０～３の整数を表し、ｍｉ４は０～３の整数を表
すが、ｍｉ３＋ｍｉ４は０～４を表す。）
　一般式（ｉｖ－１）で表される化合物は、以下の一般式（ｉｖ―１－１）、（ｉｖ－１
－２）、（ｉｖ－１－３ａ）、（ｉｖ－１－３ｂ）、（ｉｖ－１－４）、（ｉｖ－１－Ｙ
２）、（ｉｖ－１－Ｙ３）及び（ｉｖ－１－Ｙ４）であることが好ましい。
【０１９６】
【化５７】

【０１９７】
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【化５８】

【０１９８】
【化５９】

【０１９９】
（式中、Ｒｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１はそれ
ぞれ独立して一般式（ｉｖ）中のＲｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐ
ｉ１及びＳｐｉ１と同じ意味を表し、ＲｉＫ１、ＲｉＹ２１、Ｒｉ３Ｙ１、Ｒｉ３Ｙ２、
ｎｉＫ１、ｎｉＫ２、ｎｉＹ１１はそれぞれ独立して一般式（Ｋ－２４－１）～（Ｋ－２
４－３）中のＲｉＫ１、ＲｉＹ２１、Ｒｉ３１、Ｒｉ３２、ｎｉＫ１、ｎｉＫ２、ｎｉＹ

１１と同じ意味を表し、Ｌｉ１１は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、ｍｉ３は０～
３の整数を表し、ｍｉ４は０～３の整数を表すが、ｍｉ３＋ｍｉ４は０～４を表す。）
　なお、一般式（ｉｖ―１）及び一般式（ｉｖ―１－１）、（ｉｖ－１－２）、（ｉｖ－
１－３）中の各符号の好ましい基は、上記一般式（ｉ）、一般式（Ｋ－１）及び一般式（
Ｋ－１－１）～（Ｋ－１－３）中の好ましい基と同様である。
【０２００】
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　また、一般式（ｉｖ）で表される化合物は、以下の一般式（ｉｖ―２）～（ｉｖ－５）
で表される化合物であることが好ましい。
【０２０１】
【化６０】

【０２０２】
（式中、Ｒｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１はそれ
ぞれ独立して一般式（ｉｖ）中のＲｉ１、Ａｉ１、Ａｉ２、Ｚｉ１、Ｚｉ２、ｍｉ１、Ｐ
ｉ１及びＳｐｉ１と同じ意味を表し、ｎｉ４、ｎｉＫ２１、ＲＫ２１はそれぞれ独立して
一般式（Ｋ－２４）中のｎｉ４、ｎｉＫ２１、ＲＫ２１と同じ意味を表し、Ｒｉ２２は炭
素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表し、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素
原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－又は－Ｏ－で置換されてもよく
、Ｌｉ１１は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、ｎｉ２２は０又は１を表し、ｍｉ２

３は０～３の整数を表し、ｍｉ２４は０～３の整数を表すが、ｍｉ２３＋ｍｉ２４は０～
４を表す。）
　Ｒｉ２２は炭素原子数１～６の直鎖のアルキレン基が好ましく、炭素原子数１～３の直
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びＰｉ１の好ましい基は一般式（Ｙ－１－１）～（Ｙ－１－３）、一般式（ｉ）中のＲｉ

Ｙ２１、ＲｉＹ３１、ＲｉＹ３２、Ｓｐｉ１、Ｐｉ１と同様である。なお、一般式（ｉｖ
―２）中の各符号の好ましい基は、上記一般式（ｉｖ）、一般式（Ｋ－２４）中の好まし
い基と同様である。
【０２０３】
　一般式（ｉｖ）は、以下の一般式（Ｒ－１）～（Ｒ－６）を表すことが好ましい。
【０２０４】
【化６１】

【０２０５】
（式中、Ｒｉ１、Ｋｉ１及びＬｉ１は一般式（ｉｖ）中のＲｉ１、Ｋｉ１及びＬｉ１とそ
れぞれ同じ意味を表す。）
　一般式（ｉｖ）のより具体的な例としては、下記式（Ｒ－１－１）～（Ｒ－６－７）に
表すがこれに限られたものではない。
【０２０６】
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【０２０７】
【化６３】

【０２０８】
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【化６４】

【０２０９】
（式中、Ｒｉ１、Ｐｉ１、Ｓｉ１及びＹｉ１はそれぞれ独立して一般式（ｉｖ）及び一般
式（Ｋ－１）中のＲｉ１、Ｐｉ１、Ｓｉ１及びＹｉ１と同じ意味を表す。）
　本発明の液晶組成物における自発配向性モノマーの含有量の下限は、０．０２質量％が
好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ましく、０．０５質量％が好
ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好ましく、０．０８質量％が好ま
しく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、０．１２質量％が好ましく
、０．１５質量％が好ましく、０．１７質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０
．２２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．２７質量％が好ましく、０．
３質量％が好ましく、０．３２質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．３７
質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．４２質量％が好ましく、０．４５質量
％が好ましく、０．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。本発明の液晶組成
物における一般式（Ｉ）で表される重合性化合物の含有量の上限は、２．５質量％が好ま
しく、２．３質量％が好ましく、２．１質量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．８
質量％が好ましく、１．６質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％が好ま
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、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく、０．
６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましく、０．５質
量％が好ましく、０．４５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましい。
【０２１０】
　具体的には、好ましい自発配向性モノマーして、以下の化合物が挙げられる。
【０２１１】
【化６５】

【０２１２】
【化６６】

【０２１３】
【化６７】

【０２１４】

【化６８】

【０２１５】
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【０２１６】
【化７０】

【０２１７】
【化７１】

【０２１８】
【化７２】

【０２１９】
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【０２２０】
【化７４】

【０２２１】
【化７５】

【０２２２】
【化７６】

【０２２３】
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【化７７】

【０２２４】
【化７８】

【０２２５】
【化７９】

【０２２６】

【化８０】

【０２２７】
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【０２２８】
【化８２】

【０２２９】
【化８３】

【０２３０】
【化８４】

【０２３１】
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【０２３２】
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【０２３３】
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【０２３４】
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【０２３５】
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【０２３６】
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【０２３７】
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【０２３８】
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【０２３９】
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【０２４０】
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【０２４１】
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【化９５】

【０２４２】
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【０２４３】
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【０２４４】
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【０２４５】
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【０２４６】



(83) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

【化１００】

【０２４７】
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【０２４８】
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【化１０２】

【０２４９】
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【化１０３】

【０２５０】



(87) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

【化１０４】

【０２５１】



(88) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

【化１０５】

【０２５２】
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【化１０６】

【０２５３】
　本発明に係る液晶組成物は、一般式（Ｉ）で表される化合物および自発配向性モノマー
以外に、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される化合物から選ばれる化
合物を１種類又は２種類以上含有することが好ましい。これら化合物は誘電的に負の化合
物（Δεの符号が負で、その絶対値が２より大きい。）に該当する。
【０２５４】
　また、尚、化合物のΔεは、２５℃において誘電的にほぼ中性の組成物に添加して調製
した組成物の誘電率異方性の測定値から外挿した値である。なお、以下含有量を％で記載
するが、これは質量％を意味する。
【０２５５】
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【化１０７】

【０２５６】
（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以
上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２は、それぞれ独立し
て
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）及び
（ｄ）　１，４－シクロヘキセニレン基
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）、基（ｃ）及び基（ｄ）は
それぞれ独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２はそれぞれ独立して
０～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３

２はそれぞれ独立して１、２又は３であり、ＡＮ１１～ＡＮ３２、ＺＮ１１～ＺＮ３２が
複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良い。）
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される化合物は、Δεが負でその絶
対値が３よりも大きな化合物であることが好ましい。
【０２５７】
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、Ｒ
Ｎ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭
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素原子数１～８のアルコキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８
のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５の
アルコキシ基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキ
シ基が好ましい。Ｒ１１、Ｒ２１およびＲ３１はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５の
アルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、Ｒ１２、Ｒ２２および
Ｒ３２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコ
キシ基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基がより好ましい。
【０２５８】
　また、末端基（ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２）の
結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のア
ルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～５のアルケニル
基が好ましく、前記末端基の結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオキサンな
どの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素
原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素原子の合計が５以下
であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０２５９】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点は環構造中の炭素原子を表す。）
【０２６０】
【化１０８】

【０２６１】
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
Δｎを大きくすることが求められる場合には芳香族であることが好ましく、応答速度を改
善するためには脂肪族であることが好ましく、トランス－１，４－シクロへキシレン基、
１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，
４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オ
クチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒド
ロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６
－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を表すことがより好ましく、
【０２６２】
【化１０９】

【０２６３】
トランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－シクロヘキセニレン基又は１，４－フ
ェニレン基を表すことがより好ましい。
【０２６４】
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すこ
とが好ましく、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－又は単結合が更に好ましく、－ＣＨ２Ｏ
－又は単結合が特に好ましい。
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【０２６５】
　ＸＮ２１はフッ素原子が好ましい。
【０２６６】
　ＴＮ３１は酸素原子が好ましい。
【０２６７】
　ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３２は１又は２が好まし
く、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が０である組み合わせ、ｎＮ１１が２でありｎＮ１２が
０である組み合わせ、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ１１が２
でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ２１が１でありｎＮ２２が０である組み合わ
せ、ｎＮ２１が２でありｎＮ２２が０である組み合わせ、ｎＮ３１が１でありｎＮ３２が
０である組み合わせ、ｎＮ３１が２でありｎＮ３２が０である組み合わせ、が好ましい。
【０２６８】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【０２６９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－２）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【０２７０】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－３）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【０２７１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が低く上限値が低いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が低く上限値が低いことが好ましい。ま
た、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高く
上限値が高いことが好ましい。
【０２７２】
　一般式（Ｎ－１）で表される化合物として、下記の一般式（Ｎ－１ａ）～（Ｎ－１ｇ）
で表される化合物群を挙げることができる。
【０２７３】
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【化１１０】

【０２７４】
（式中、ＲＮ１１及びＲＮ１２は一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ
意味を表し、ｎＮａ１２は０又は１を表し、ｎＮｂ１１は０又は１を表し、ｎＮｃ１１は
０又は１を表し、ｎＮｄ１１は０又は１を表し、ｎＮｅ１１は１又は２を表し、ｎＮｆ１

２は１又は２を表し、ｎＮｇ１１は１又は２を表し、ＡＮｅ１１はトランス－１，４－シ
クロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表し、ＡＮｇ１１はトランス－１，４－シ
クロへキシレン基、１，４－シクロヘキセニレン基又は１，４－フェニレン基を表すが、
ｎＮｇ１１が１の場合、ＡＮｇ１１は１，４－シクロヘキセニレン基を表し、ｎＮｇ１１

が２の場合、少なくとも１つのＡＮｇ１１は１，４－シクロヘキセニレン基を表し、ＺＮ

ｅ１１は単結合又はエチレン基を表すが、ｎＮｅ１１が１の場合、ＺＮｅ１１はエチレン
基を表す。ｎＮｅ１１が２の場合、少なくとも１つのＺＮｅ１１はエチレン基を表す。）
　より具体的には、一般式（Ｎ－１）で表される化合物は一般式（Ｎ－１－１）～（Ｎ－
１－２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０２７５】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２７６】
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【０２７７】
（式中、ＲＮ１１１及びＲＮ１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、プロピル基、ペンチル基又はビニル基が好ましい。ＲＮ１１２は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
が好ましく、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２７８】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０２７９】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２８０】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、
２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であ
り、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、５０％
であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２
８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり
、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％であり、３
％である。
【０２８１】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１．１）から式（Ｎ
－１－１．２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－１．１）～（Ｎ－１－１．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－１．１）及び式（Ｎ－１－１．３）で表される化合物が好ましい。
【０２８２】
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【化１１２】

【０２８３】
　式（Ｎ－１－１．１）～（Ｎ－１－１．２２）で表される化合物は単独で使用すること
も、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単独又
はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり
、１５％であり、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％で
あり、３０％であり、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明
の組成物の総量に対して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、
３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であ
り、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であ
り、６％であり、５％であり、３％である。
【０２８４】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２８５】

【化１１３】

【０２８６】
（式中、ＲＮ１２１及びＲＮ１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基又はペンチル基が好ましい。ＲＮ１２２は炭素
原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のア
ルコキシ基が好ましく、メチル基、プロピル基、メトキシ基、エトキシ基又はプロポキシ
基が好ましい。
【０２８７】
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　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０２８８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含
有量を多めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２８９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり
、３３％であり、３５％であり、３７％であり、４０％であり、４２％である。好ましい
含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、５０％であり、４８％であり、４５
％であり、４３％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であり、
３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であ
り、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり
、５％である。
【０２９０】
　さらに、一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ
－１－２．２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－２．３）から式（Ｎ－１－２．７）、式（Ｎ－１－２．１０）、式（Ｎ－１－２．
１１）、式（Ｎ－１－２．１３）及び式（Ｎ－１－２．２０）で表される化合物であるこ
とが好ましく、Δεの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．３）から式（Ｎ－１－２
．７）で表される化合物が好ましく、ＴＮＩの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．
１０）、式（Ｎ－１－２．１１）及び式（Ｎ－１－２．１３）で表される化合物であるこ
とが好ましく、応答速度の改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．２０）で表される化
合物であることが好ましい。
【０２９１】
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【化１１４】

【０２９２】
　式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ－１－２．２２）で表される化合物は単独で使用する
ことも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単
独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％で
あり、１５％であり、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７
％であり、３０％であり、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本
発明の組成物の総量に対して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であ
り、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％
であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％
であり、６％であり、５％であり、３％である。
【０２９３】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２９４】
【化１１５】

【０２９５】
（式中、ＲＮ１３１及びＲＮ１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１３２は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数３～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が
好ましく、１－プロペニル基、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２９６】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
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に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０２９７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２９８】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－３）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、
２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％であ
り、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％
であり、１５％であり、１３％である。
【０２９９】
　さらに、一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は、式（Ｎ－１－３．１）から式（Ｎ
－１－３．２１）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－３．１）～（Ｎ－１－３．７）及び式（Ｎ－１－３．２１）で表される化合物であ
ることが好ましく、式（Ｎ－１－３．１）、式（Ｎ－１－３．２）、式（Ｎ－１－３．３
）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）で表される化合物が好ましい。
【０３００】
【化１１６】

【０３０１】
　式（Ｎ－１－３．１）～式（Ｎ－１－３．４）、式（Ｎ－１－３．６）及び式（Ｎ－１
－３．２１）で表される化合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも可
能であるが、式（Ｎ－１－３．１）及び式（Ｎ－１－３．２）の組み合わせ、式（Ｎ－１
－３．３）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）から選ばれる２種又は３種
の組み合わせが好ましい。本発明の組成物の総量に対しての単独又はこれら化合物の好ま
しい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７



(99) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、
３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であ
り、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０３０２】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３０３】
【化１１７】

【０３０４】
（式中、ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、メチル基
、プロピル基、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３０５】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０３０６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３０７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－４）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、１５
％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の
総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であ
り、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１１％であり、１０％
であり、８％である。
【０３０８】
　さらに、一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は、式（Ｎ－１－４．１）から式（Ｎ
－１－４．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－４．１）～（Ｎ－１－４．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－４．１）、式（Ｎ－１－４．２）及び式（Ｎ－１－４．４）で表される化合物が好ま
しい。
【０３０９】
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【化１１８】

【０３１０】
　式（Ｎ－１－４．１）～（Ｎ－１－４．１４）で表される化合物は単独で使用すること
も、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単独又
はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、１
０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有
量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％で
あり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３
％であり、１１％であり、１０％であり、８％である。
【０３１１】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３１２】
【化１１９】

【０３１３】
（式中、ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましくエチル基、
プロピル基又はブチル基が好ましい。
【０３１４】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０３１５】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含
有量を多めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３１６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－５）で表される化合物の好ましい含有量
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の下限値は、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して
、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％で
あり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０３１７】
　さらに、一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は、式（Ｎ－１－５．１）から式（Ｎ
－１－５．６）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－５．１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化合物が好ま
しい。
【０３１８】
【化１２０】

【０３１９】
　式（Ｎ－１－５．１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化
合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成
物の総量に対しての単独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、８
％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。
好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％であり、３３％であ
り、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％
であり、１５％であり、１３％である。
【０３２０】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３２１】

【化１２１】

【０３２２】
（式中、ＲＮ１１０１及びＲＮ１１０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
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ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１０１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。ＲＮ１１０２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基
が好ましい。
【０３２３】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３２４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３２５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１０）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３２６】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１０．１）から式
（Ｎ－１－１０．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１０．１）～（Ｎ－１－１０．５）式（Ｎ－１－１０．１３）及び式（Ｎ－
１－１０．１４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－１０．１）、式
（Ｎ－１－１０．２）、式（Ｎ－１－１０．１３）及び式（Ｎ－１－１０．１４）で表さ
れる化合物が好ましい。
【０３２７】
【化１２２】

【０３２８】
　式（Ｎ－１－１０．１）、式（Ｎ－１－１０．２）、式（Ｎ－１－１０．１３）及び式
（Ｎ－１－１０．１４）で表される化合物は単独で使用することも、組み合わせて使用す
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い含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％
であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３
５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり
、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０３２９】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３３０】
【化１２３】

【０３３１】
（式中、ＲＮ１１１１及びＲＮ１１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。ＲＮ１１１２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基
が好ましい。
【０３３２】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３３３】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３３４】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１１）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３３５】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１１．１）から式
（Ｎ－１－１１．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１１．１）～（Ｎ－１－１１．１４）で表される化合物であることが好まし
く、式（Ｎ－１－１１．２）及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物が好ましい。
【０３３６】
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【化１２４】

【０３３７】
　式（Ｎ－１－１１．２）及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物は単独で使用す
ることも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての
単独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％
であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発
明の組成物の総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり
、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０３３８】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３３９】

【化１２５】

【０３４０】
（式中、ＲＮ１１２１及びＲＮ１１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における



(105) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１２２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３４１】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３４２】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３４３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１２）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３４４】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３４５】
【化１２６】

【０３４６】
（式中、ＲＮ１１３１及びＲＮ１１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１３２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３４７】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３４８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
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【０３４９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１３）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３５０】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３５１】
【化１２７】

【０３５２】
（式中、ＲＮ１１４１及びＲＮ１１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１４２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３５３】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３５４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３５５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１４）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３５６】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３５７】
【化１２８】

【０３５８】
（式中、ＲＮ１１５１及びＲＮ１１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
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　ＲＮ１１５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１５２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３５９】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３６０】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３６１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１５）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３６２】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３６３】
【化１２９】

【０３６４】
（式中、ＲＮ１１６１及びＲＮ１１６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１６１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１６２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３６５】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３６６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３６７】



(108) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１６）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３６８】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３６９】
【化１３０】

【０３７０】
（式中、ＲＮ１１７１及びＲＮ１１７２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１７１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１７２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３７１】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３７２】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３７３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１７）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３７４】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３７５】

【化１３１】

【０３７６】
（式中、ＲＮ１１８１及びＲＮ１１８２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１８１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が



(109) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

好ましく、メチル基、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１８２は炭
素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４の
アルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０３７７】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３７８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３７９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１８）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３８０】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１８．１）から式
（Ｎ－１－１８．５）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式
（Ｎ－１－１８．１）～（Ｎ－１－１８．３）で表される化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１８．２）及び式（Ｎ－１－１８．３）で表される化合物が好ましい。
【０３８１】
【化１３２】

【０３８２】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３８３】
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【化１３３】

【０３８４】
（式中、ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０３８５】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３８６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３８７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－２０）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３８８】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３８９】

【化１３４】

【０３９０】
（式中、ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０３９１】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
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　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３９３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－２１）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり
、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％で
あり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８
％であり、１５％であり、１３％である。
【０３９４】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０３９５】

【化１３５】

【０３９６】
（式中、ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０３９７】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０３９８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０３９９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－２２）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、
１７％であり２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して
、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％で
あり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、５％である。
【０４００】
　さらに、一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２２．１）から式
（Ｎ－１－２２．１２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．５）で表される化合物であることが好ましく
、式（Ｎ－１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．４）で表される化合物が好ましい。
【０４０１】
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【化１３６】

【０４０２】
　一般式（Ｎ－２）で表される化合物は、以下の一般式（Ｎ－２－１）～（Ｎ－２－３）
で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４０３】
　一般式（Ｎ－２－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４０４】

【化１３７】

【０４０５】
（式中、ＲＮ２１１及びＲＮ２１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－２）におけるＲＮ

２１及びＲＮ２２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－２－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４０６】
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【化１３８】

【０４０７】
（式中、ＲＮ２２１及びＲＮ２２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－２）におけるＲＮ

２１及びＲＮ２２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－２－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４０８】

【化１３９】

【０４０９】
（式中、ＲＮ２３１及びＲＮ２３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－２）におけるＲＮ

２１及びＲＮ２２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－３）で表される化合物は一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４１０】

【化１４０】

【０４１１】
（式中、ＲＮ３２１及びＲＮ３２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－３）におけるＲＮ

３１及びＲＮ３２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ３２１及びＲＮ３２２は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のア
ルケニル基が好ましく、プロピル基又はペンチル基が好ましい。
【０４１２】
　一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０４１３】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０４１４】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－３－２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、３％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり
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、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であり、３０
％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、
１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５
％である。
【０４１５】
　さらに、一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物は、式（Ｎ－３－２．１）から式（Ｎ
－３－２．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４１６】
【化１４１】

【０４１７】

　本発明に係る液晶組成物は、一般式（Ｉ）で表される化合物以外に、一般式（Ｌ）で表
される化合物を１種類又は２種類以上含有することが好ましい。一般式（Ｌ）で表される
化合物は誘電的にほぼ中性の化合物（Δεの値が－２～２）に該当する。
【０４１８】

【化１４２】

【０４１９】
（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該
アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていて
もよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
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からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表さ
れる化合物を除く。）
　一般式（Ｌ）で表される化合物は単独で用いてもよいが、組み合わせて使用することも
できる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、
転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて適宜組み合わせて使用す
る。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類である。あ
るいは本発明の別の実施形態では２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類で
あり、６種類であり、７種類であり、８種類であり、９種類であり、１０種類以上である
。
【０４２０】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異
方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０４２１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ）で表される化合物の好ましい含有量の下限値
は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０％で
あり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、８０
％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり、６
５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％である。
【０４２２】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が高く上限値が高いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が高く上限値が高いことが好ましい。ま
た、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を低く
上限値が低いことが好ましい。
【０４２３】
　信頼性を重視する場合にはＲＬ１及びＲＬ２はともにアルキル基であることが好ましく
、化合物の揮発性を低減させることを重視する場合にはアルコキシ基であることが好まし
く、粘性の低下を重視する場合には少なくとも一方はアルケニル基であることが好ましい
。
【０４２４】
　分子内に存在するハロゲン原子は０、１、２又は３個が好ましく、０又は１が好ましく
、他の液晶分子との相溶性を重視する場合には１が好ましい。
【０４２５】
　ＲＬ１及びＲＬ２の結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、ＲＬ１及
びＲＬ２はそれぞれ独立して、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原
子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～５のアルケニル基が好ましく、ＲＬ１及び
ＲＬ２の結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造
の場合には、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキ
ル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケ
ニル基が好ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素
原子の合計が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０４２６】
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　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点は環構造中の炭素原子を表す。）
【０４２７】
【化１４３】

【０４２８】
　ｎＬ１は応答速度を重視する場合には０が好ましく、ネマチック相の上限温度を改善す
るためには２又は３が好ましく、これらのバランスをとるためには１が好ましい。また、
組成物として求められる特性を満たすためには異なる値の化合物を組み合わせることが好
ましい。
【０４２９】
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はΔｎを大きくすることが求められる場合には芳香族である
ことが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ましく、それぞれ独
立してトランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－
１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１
，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］
オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒ
ドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，
６－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を表すことがより好ましく、
【０４３０】
【化１４４】

【０４３１】
トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表すことがより好ま
しい。
【０４３２】
　ＺＬ１及びＺＬ２は応答速度を重視する場合には単結合であることが好ましい。
【０４３３】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は分子内のハロゲン原子数が０個又は１個であることが
好ましい。当該ハロゲン原子としてはフッ素原子または塩素原子が好ましく、フッ素原子
がより好ましい。
【０４３４】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１）～（Ｌ－７）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４３５】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４３６】
【化１４５】

【０４３７】
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（式中、ＲＬ１１及びＲＬ１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ１１及びＲＬ１２は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０４３８】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４３９】
　好ましい含有量の下限値は、本発明の組成物の総量に対して、１％であり、２％であり
、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり、１５％であり、２０％であり、
２５％であり、３０％であり、３５％であり、４０％であり、４５％であり、５０％であ
り、５５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、９５％
であり、９０％であり、８５％であり、８０％であり、７５％であり、７０％であり、６
５％であり、６０％であり、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４０％であり
、３５％であり、３０％であり、２５％である。
【０４４０】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が高く上限値が高いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が中庸で上限値が中庸であることが好ま
しい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限
値が低く上限値が低いことが好ましい。
【０４４１】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－１）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４４２】
【化１４６】

【０４４３】
（式中ＲＬ１２は一般式（Ｌ－１）における意味と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｌ－１－１）で表される化合物は、式（Ｌ－１－１．１）から式（Ｌ－１－１
．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－１－１．
２）又は式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－
１－１．３）で表される化合物であることが好ましい。
【０４４４】
【化１４７】

【０４４５】
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　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、
１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５
％であり、３％である。
【０４４６】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－２）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４４７】
【化１４８】

【０４４８】
（式中ＲＬ１２は一般式（Ｌ－１）における意味と同じ意味を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１５％であり、１７％であり、２
０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３５％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であり、５５％で
あり、５０％であり、４５％であり、４２％であり、４０％であり、３８％であり、３５
％であり、３３％であり、３０％である。
【０４４９】
　さらに、一般式（Ｌ－１－２）で表される化合物は、式（Ｌ－１－２．１）から式（Ｌ
－１－２．４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－
１－２．２）から式（Ｌ－１－２．４）で表される化合物であることが好ましい。特に、
式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物は本発明の組成物の応答速度を特に改善するため
好ましい。また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるときは、式（Ｌ－１－２．３）又は
式（Ｌ－１－２．４）で表される化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－１－２．３）
及び式（Ｌ－１－２．４）で表される化合物の含有量は、低温での溶解度を良くするため
に３０％以上にすることは好ましくない。
【０４５０】

【化１４９】

【０４５１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１０％であり、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２３％で
あり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であり、３５％であり、３８
％であり、４０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、
６０％であり、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４３％であり、４０％であ
り、３８％であり、３５％であり、３２％であり、３０％であり、２７％であり、２５％
であり、２２％である。
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　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物及び式（Ｌ－
１－２．２）で表される化合物の合計の好ましい含有量の下限値は、１０％であり、１５
％であり、２０％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３５％であり、
４０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であ
り、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４３％であり、４０％であり、３８％
であり、３５％であり、３２％であり、３０％であり、２７％であり、２５％であり、２
２％である。
【０４５３】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－３）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４５４】
【化１５０】

【０４５５】
（式中ＲＬ１３及びＲＬ１４はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基又は炭素
原子数１～８のアルコキシ基を表す。）
　ＲＬ１３及びＲＬ１４は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０４５６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－３）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、３０％である。好ましい含有
量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であり、５５％であり、５０％で
あり、４５％であり、４０％であり、３７％であり、３５％であり、３３％であり、３０
％であり、２７％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であり、
１５％であり、１３％であり、１０％である。
【０４５７】
　さらに、一般式（Ｌ－１－３）で表される化合物は、式（Ｌ－１－３．１）から式（Ｌ
－１－３．１３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ
－１－３．１）、式（Ｌ－１－３．３）又は式（Ｌ－１－３．４）で表される化合物であ
ることが好ましい。特に、式（Ｌ－１－３．１）で表される化合物は本発明の組成物の応
答速度を特に改善するため好ましい。また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるときは、
式（Ｌ－１－３．３）、式（Ｌ－１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１
－３．１２）で表される化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－１－３．３）、式（Ｌ
－１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１－３．１２）で表される化合物
の合計の含有量は、低温での溶解度を良くするために２０％以上にすることは好ましくな
い。
【０４５８】
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【化１５１】

【０４５９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－３．１）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量
の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１７％であり、１５％であ
り、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％である。
【０４６０】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－４）及び／又は（Ｌ－１－５）
で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４６１】
【化１５２】

【０４６２】
（式中ＲＬ１５及びＲＬ１６はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基又は炭素
原子数１～８のアルコキシ基を表す。）
　ＲＬ１５及びＲＬ１６は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０４６３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－４）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して
、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であり、１５％であり、１３％で
あり、１０％である。
【０４６４】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－５）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して
、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であり、１５％であり、１３％で
あり、１０％である。
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【０４６５】
　さらに、一般式（Ｌ－１－４）及び（Ｌ－１－５）で表される化合物は、式（Ｌ－１－
４．１）から式（Ｌ－１－５．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが
好ましく、式（Ｌ－１－４．２）又は式（Ｌ－１－５．２）で表される化合物であること
が好ましい。
【０４６６】
【化１５３】

【０４６７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－４．２）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量
の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１７％であり、１５％であ
り、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％である。
【０４６８】
　式（Ｌ－１－１．３）、式（Ｌ－１－２．２）、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１－
３．３）、式（Ｌ－１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１－３．１２）
で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合わせることが好ましく、式（Ｌ
－１－１．３）、式（Ｌ－１－２．２）、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１－３．３）
、式（Ｌ－１－３．４）及び式（Ｌ－１－４．２）で表される化合物から選ばれる２種以
上の化合物を組み合わせることが好ましく、これら化合物の合計の含有量の好ましい含有
量の下限値は、本発明の組成物の総量に対して、１％であり、２％であり、３％であり、
５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、
２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であ
り、３５％であり、上限値は、本発明の組成物の総量に対して、８０％であり、７０％で
あり、６０％であり、５０％であり、４５％であり、４０％であり、３７％であり、３５
％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、
２０％である。組成物の信頼性を重視する場合には、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１
－３．３）及び式（Ｌ－１－３．４））で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物
を組み合わせることが好ましく、組成物の応答速度を重視する場合には、式（Ｌ－１－１
．３）、式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合
わせることが好ましい。
一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－６）で表される化合物群から選ば
れる化合物であることが好ましい。
【０４６９】
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【化１５４】

【０４７０】
（式中ＲＬ１７及びＲＬ１８はそれぞれ独立してメチル基又は水素原子を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－６）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１５％であり、１７％であり、２
０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３５％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であり、５５％で
あり、５０％であり、４５％であり、４２％であり、４０％であり、３８％であり、３５
％であり、３３％であり、３０％である。
【０４７１】
　さらに、一般式（Ｌ－１－６）で表される化合物は、式（Ｌ－１－６．１）から式（Ｌ
－１－６．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４７２】

【化１５５】

【０４７３】
　一般式（Ｌ－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４７４】
【化１５６】

【０４７５】
（式中、ＲＬ２１及びＲＬ２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ２２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０４７６】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４７７】
　低温での溶解性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、反対に、応答
速度を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付
き特性を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０４７８】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－２）で表される化合物の好ましい含有量の下
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限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％であり
、３％である。
【０４７９】
　さらに、一般式（Ｌ－２）で表される化合物は、式（Ｌ－２．１）から式（Ｌ－２．６
）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－２．１）、式
（Ｌ－２．３）、式（Ｌ－２．４）及び式（Ｌ－２．６）で表される化合物であることが
好ましい。
【０４８０】
【化１５７】

【０４８１】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４８２】

【化１５８】

【０４８３】
（式中、ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数
４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０４８４】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４８５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－３）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％であり
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、３％である。
【０４８６】
　高い複屈折率を得る場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、反対に、高いＴｎｉ
を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特
性を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０４８７】
　さらに、一般式（Ｌ－３）で表される化合物は、式（Ｌ－３．１）から式（Ｌ－３．７
）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－３．２）から
式（Ｌ－３．７）で表される化合物であることが好ましい。
【０４８８】
【化１５９】

【０４８９】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４９０】

【化１６０】

【０４９１】
（式中、ＲＬ４１及びＲＬ４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ４２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。）
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４９２】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－４）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０４９３】
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　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり
、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０％で
あり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４）で表
される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５％であり
、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。
【０４９４】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３）
で表される化合物であることが好ましい。
【０４９５】
【化１６１】

【０４９６】
　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．１）で表される化合物を含有していても、式（Ｌ－４．２）で表される化
合物を含有していても、式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）で表され
る化合物との両方を含有していても良いし、式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３）で表
される化合物を全て含んでいても良い。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４．１
）又は式（Ｌ－４．２）で表される化合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５
％であり、７％であり、９％であり、１１％であり、１２％であり、１３％であり、１８
％であり、２１％であり、好ましい上限値は、４５であり、４０％であり、３５％であり
、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％である。
【０４９７】
　式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）で表される化合物との両方を含
有する場合は、本発明の組成物の総量に対しての両化合物の好ましい含有量の下限値は、
１５％であり、１９％であり、２４％であり、３０％であり、好ましい上限値は、４５で
あり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０
％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０４９８】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．４）から式（Ｌ－４．６）
で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－４．４）で表される化合物であること
が好ましい。
【０４９９】
【化１６２】

【０５００】
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　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．４）で表される化合物を含有していても、式（Ｌ－４．５）で表される化
合物を含有していても、式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表され
る化合物との両方を含有していても良い。
【０５０１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４．４）又は式（Ｌ－４．５）で表される化
合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、９％であり、
１１％であり、１２％であり、１３％であり、１８％であり、２１％である。好ましい上
限値は、４５であり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％である。
【０５０２】
　式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表される化合物との両方を含
有する場合は、本発明の組成物の総量に対しての両化合物の好ましい含有量の下限値は、
１５％であり、１９％であり、２４％であり、３０％であり、好ましい上限値は、４５で
あり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０
％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０５０３】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、式（Ｌ－４．７）から式（Ｌ－４．１０）で表
される化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－４．９）で表される化合物が好まし
い。
【０５０４】
【化１６３】

【０５０５】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５０６】

【化１６４】

【０５０７】
（式中、ＲＬ５１及びＲＬ５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ５２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０５０８】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
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能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０５０９】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－５）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０５１０】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－５）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり
、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０％で
あり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－５）で表
される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５％であり
、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。
【０５１１】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．１）又は式（Ｌ－５．２）で表さ
れる化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－５．１）で表される化合物であること
が好ましい。
【０５１２】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０５１３】
【化１６５】

【０５１４】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．３）又は式（Ｌ－５．４）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０５１５】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０５１６】
【化１６６】

【０５１７】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．５）から式（Ｌ－５．７）で表さ
れる化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、特に式（Ｌ－５．７）で表され
る化合物であることが好ましい。
【０５１８】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
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【０５１９】
【化１６７】

【０５２０】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５２１】
【化１６８】

【０５２２】
（式中、ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表し、ＸＬ６１及びＸＬ６２はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。）
　ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子
数２～５のアルケニル基が好ましく、ＸＬ６１及びＸＬ６２のうち一方がフッ素原子他方
が水素原子であることが好ましい。
【０５２３】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０５２４】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－６）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり
、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０％で
あり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－６）で表
される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５％であり
、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。Δｎを大き
くすることに重点を置く場合には含有量を多くした方が好ましく、低温での析出に重点を
置いた場合には含有量は少ない方が好ましい。
【０５２５】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、式（Ｌ－６．１）から式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０５２６】
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【化１６９】

【０５２７】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、これらの化合物の中から
１種～３種類含有することが好ましく、１種～４種類含有することがさらに好ましい。ま
た、選ぶ化合物の分子量分布が広いことも溶解性に有効であるため、例えば、式（Ｌ－６
．１）又は（Ｌ－６．２）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．４）又は（Ｌ－６
．５）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．６）又は式（Ｌ－６．７）で表される
化合物から１種類、式（Ｌ－６．８）又は（Ｌ－６．９）で表される化合物から１種類の
化合物を選び、これらを適宜組み合わせることが好ましい。その中でも、式（Ｌ－６．１
）、式（Ｌ－６．３）式（Ｌ－６．４）、式（Ｌ－６．６）及び式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物を含むことが好ましい。
【０５２８】
　さらに、一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－６．１０）から式（Ｌ
－６．１７）で表される化合物であることが好ましく、その中でも、式（Ｌ－６．１１）
で表される化合物であることが好ましい。
【０５２９】
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【化１７０】

【０５３０】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０５３１】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５３２】
【化１７１】

【０５３３】
（式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲＬ

２と同じ意味を表し、ＡＬ７１及びＡＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＡ
Ｌ２及びＡＬ３と同じ意味を表すが、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立
してフッ素原子によって置換されていてもよく、ＺＬ７１は一般式（Ｌ）におけるＺＬ２

と同じ意味を表し、ＸＬ７１及びＸＬ７２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を
表す。）
　式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
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及びＡＬ７２はそれぞれ独立して１，４－シクロヘキシレン基又は１，４－フェニレン基
が好ましく、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子によって
置換されていてもよく、ＺＬ７１は単結合又は－ＣＯＯ－が好ましく、単結合が好ましく
、ＸＬ７１及びＸＬ７２は水素原子が好ましい。
【０５３４】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて組み合わせる。使用する化
合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３
種類であり、４種類である。
【０５３５】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－７）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０５３６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－７）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり
、１４％であり、１６％であり、２０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ
－７）で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２５％であり、２
３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。
【０５３７】
　本発明の組成物が高いＴｎｉの実施形態が望まれる場合は式（Ｌ－７）で表される化合
物の含有量を多めにすることが好ましく、低粘度の実施形態が望まれる場合は含有量を少
なめにすることが好ましい。
【０５３８】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１）から式（Ｌ－７．４
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．２）で表される化合物であるこ
とが好ましい。
【０５３９】
【化１７２】

【０５４０】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１１）から式（Ｌ－７．
１３）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．１１）で表される化合物で
あることが好ましい。
【０５４１】
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【化１７３】

【０５４２】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．２１）から式（Ｌ－７．
２３）で表される化合物である。式（Ｌ－７．２１）で表される化合物であることが好ま
しい。
【０５４３】

【化１７４】

【０５４４】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．３１）から式（Ｌ－７．
３４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．３１）又は／及び式（Ｌ－
７．３２）で表される化合物であることが好ましい。
【０５４５】

【化１７５】

【０５４６】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．４１）から式（Ｌ－７．
４４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．４１）又は／及び式（Ｌ－
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７．４２）で表される化合物であることが好ましい。
【０５４７】
【化１７６】

【０５４８】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．５１）から式（Ｌ－７．
５３）で表される化合物であることが好ましい。
【０５４９】

【化１７７】

【０５５０】
　本発明に係る液晶組成物は、一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーおよび自発配向性
モノマーを含有するが、その他の重合性化合物を併用しても良い。すなわち、本発明に係
る液晶組成物は、一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物をさらに含むことが好ましい。
当該その他の重合性化合物としては、一般式（ＩＩ）：
【０５５１】

【化１７８】

【０５５２】
　（式中、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、
Ｒ２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、フッ素原子
に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい
炭素原子数１から１８のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ２
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１は上記一般式（Ｉ）の（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）のいずれかを表し、
　Ｓ２１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の
１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ
－又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ２１は、０、１又は２を表し、
　Ａ２１は、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ２１－Ｓ２１－で置換されていても良く、
　上記一般式（ＩＩ）の１分子内に少なくとも１以上のＰ２１－Ｓ２１－を有し、
　Ｌ２１は単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯ
Ｏ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ

２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素
原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記式中、ｚはそれぞれ独立して１～４
の整数を表す。）を表すが、
　Ｐ２１、Ｓ２１、及びＡ２１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異なって
いても良いが、但し、一般式（Ｉ）で表される化合物を除く。）で表される重合性化合物
が好ましい。
【０５５３】
　一般式（Ｉ）で表される重合性化合物と、上記一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物
とを含む液晶組成物は、表示不良の発生をより低減できるという観点で効果がある。
【０５５４】
　上記一般式（ＩＩ）において、当該一般式（ＩＩ）で表される化合物の１分子内に１又
は２以上のＰ２１－Ｓ２１－を有することが好ましく、４以下のＰ２１－Ｓ２１－を有す
ることが好ましく、前記一般式（ＩＩ）の１分子内に存在するＰ２１－Ｓ２１－の数は、
１以上４以下が好ましく、１以上３以下がより好ましく、上記一般式（ＩＩ）で表される
化合物の分子内におけるＰ２１－Ｓ２１－の数は、２又は３であることが特に好ましい。
【０５５５】
　すなわち、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、２つのベンゼン環と、必要により環Ａ
２１とが連結した構造であり、これら２つのベンゼン環および環Ａ２１においてＰ２１－
Ｓ２１－を少なくとも一つ有していることから、一般式（ＩＩ）で表される化合物は重合
性化合物としての作用・効果を奏する。
【０５５６】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、
Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０からなる群から選択される１種ま
たは２種以上がＰ２１－Ｓ２１－である場合は、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０４、Ｒ２０

７、Ｒ２０９又はＲ２１０のいずれか１種または２種以上がＰ２１－Ｓ２１－であること
が好ましく、Ｒ２０１及びＲ２１０がＰ２１－Ｓ２１－であることがより好ましい。
【０５５７】
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　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－
Ｓ２１－であることが好ましく、この場合、Ｒ２０１及びＲ２１０は同一のＰ２１－Ｓ２

１－であっても、異なるＰ２１－Ｓ２１－であってもよい。
【０５５８】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、
Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－
Ｓ２１－、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原
子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子の
いずれかを表すが、この場合、前記アルキル基およびアルコキシ基の好ましい炭素原子数
は、１～１６であり、より好ましくは１～１０であり、さらに好ましくは１～８であり、
よりさらに好ましくは１～６であり、さらにより好ましくは１～４であり、特に好ましく
は１～３である。また、前記アルキル基およびアルコキシ基は、直鎖状または分岐状であ
ってもよいが、直鎖状が特に好ましい。
【０５５９】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、
Ｒ２０７、Ｒ２０８及びＲ２０９は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、炭素原子数
１から３のアルキル基、フッ素原子又は水素原子であることが好ましく、Ｐ２１－Ｓ２１

－、フッ素原子又は水素原子であることが更に好ましく、フッ素原子又は水素原子である
ことがより好ましい。
【０５６０】
　Ｐ２１は式（Ｒ－１）であることが好ましく、アクリル基またはメタクリル基であるこ
とがより好ましく、メタクリル基であることがさらに好ましい。
【０５６１】
　Ｓ２１は、単結合又は炭素原子数１～３のアルキレン基であることが好ましく、単結合
であることが更に好ましい。
【０５６２】
　上記一般式（ＩＩ）において、ｎ２１は、０又は１が好ましい。
【０５６３】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ａ２１は、１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，
６－ジイル基であることが好ましく、１，４－フェニレン基であることが更に好ましい。
【０５６４】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｌ２１は、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ

２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－
、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ

４－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ

２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましい。
【０５６５】
　一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物の含有量は、０．０１から５質量％含有するが
、含有量の下限は０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量
％が好ましく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％
が好ましく、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好
ましく、０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好まし
く、０．３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０
．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましく、含有量の上限は、４．５質量％が好
ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好ましく、２．５質
量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％が好ましく、
０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％が好ましく、０．
８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく、０．６５質
量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。
【０５６６】
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　本発明に係る液晶組成物全体（１００質量％）のうち、一般式（Ｉ）および一般式（Ｉ
Ｉ）で表される重合性化合物との合計含有量の上限値は、６質量％が好ましく、５．８質
量％が好ましく、５．５質量％が好ましく、５．２質量％が好ましく、５質量％が好まし
く、４．８質量％が好ましく、４．６質量％が好ましく、４．４質量％が好ましく、４．
２質量％が好ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好まし
く、２．５質量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％
が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％が好
ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく
、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。
前記合計含有量の下限値は、０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０
．０４質量％が好ましく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．
０７質量％が好ましく、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１
質量％が好ましく、０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量
％が好ましく、０．３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好
ましく、０．５質量％が好ましい。
【０５６７】
　本発明に係る一般式（ＩＩ）で表される化合物は、一般式（ＩＶ）で表される重合性化
合物であることが好ましい。
【０５６８】
【化１７９】

【０５６９】
　上記一般式（ＩＶ）中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、上記の式（Ｒ－１）から
式（Ｒ－９）のいずれかを表し、Ｘ１からＸ８は、それぞれ独立して、トリフルオロメチ
ル基、フッ素原子または水素原子を表す。
【０５７０】
　上記一般式（ＩＶ）中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、メタクリル基またはアク
リル基であることが好ましい。
【０５７１】
　前記一般式（ＩＶ）で表される化合物は、式（ＩＶ－１１）～式（ＩＶ－１５）からな
る群から選択される１種または２種以上であることが更に好ましく、式（ＩＶ－１１）で
あることが特に好ましい。
【０５７２】
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【化１８０】

【０５７３】
　式（ＩＶ－１１）から式（ＩＶ－１５）で表される重合性化合物と一般式（Ｉ）とを併
用した場合、更に良好な配向状態が得られる。
【０５７４】
　本発明に係る一般式（ＩＩ）で表される化合物は、具体的には、例えば式（ＸＸ－１）
から一般式（ＸＸ－１３）で表される化合物が好ましく、式（ＸＸ－１）から式（ＸＸ－
７）が更に好ましい。
【０５７５】
【化１８１】
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【０５７６】
　式（ＸＸ－１）から一般式（ＸＸ－１３）中、Ｓｐｘｘは炭素原子数１～８のアルキレ
ン基または－Ｏ－（ＣＨ２）ｓ－（式中、ｓは１から７の整数を表し、酸素原子は環に結
合するものとする。）を表す。
【０５７７】
　式（ＸＸ－１）から一般式（ＸＸ－１３）中、１，４－フェニレン基中の水素原子は、
更に、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ３、－ＣＨ３または式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）のいず
れかによって置換されていても良い。
【０５７８】
　また、一般式（ＩＩ）で表される化合物として、例えば、式（Ｍ１）から式（Ｍ１８）
で表される重合性化合物が好ましい。
【０５７９】
【化１８２】

【０５８０】
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【０５８１】
【化１８３】

【０５８２】

【化１８４】

【０５８３】
　式（Ｍ１９）から式（Ｍ３４）中の１，４－フェニレン基及びナフタレン基中の水素原
子は、更に、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ３、－ＣＨ３によって置換されていても良い。
【０５８４】
　また、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、式（Ｍ３５）～式（Ｍ６５）で表される重
合性化合物も好ましい。
【０５８５】
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【化１８５】

【０５８６】
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【０５８７】
【化１８７】

【０５８８】
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【化１８８】

【０５８９】
【化１８９】

【０５９０】
　本発明に係る液晶組成物において、式（Ｍ１）～式（Ｍ６５）で表される重合性化合物
の液晶組成物全体に対する含有量は、０．０１から５質量％含有するが、含有量の下限は
０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ましく、０
．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好ましく、０．
０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、０．１５
質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．３質量％
が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．５質量％が好ま
しく、０．５５質量％が好ましく、含有量の上限は４．５質量％が好ましく、４質量％が
好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好ましく、２．５質量％が好ましく、２
質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％が好ましく、０．９５質量％が好
ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％が好ましく、０．８質量％が好ましく
、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく、０．６５質量％が好ましく、０
．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。
【０５９１】
　本発明の液晶組成物は、上述の化合物以外に、通常のネマチック液晶、スメクチック液
晶、コレステリック液晶、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤又は赤外線吸収剤等を含
有しても良い。
【０５９２】
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　酸化防止剤として、一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）で表されるヒンダードフェ
ノールが挙げられる。
【０５９３】
【化１９０】

【０５９４】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、ＲＨ１は炭素原子数１から１０のアルキル
基、炭素原子数１から１０のアルコキシ基、炭素原子数２から１０のアルケニル基又は炭
素原子数２から１０のアルケニルオキシ基を表すが、基中に存在する１個の－ＣＨ２－又
は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立的に－Ｏ－又は－Ｓ－に置換されても良
く、また、基中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立的にフッ素原子又
は塩素原子に置換されても良い。更に具体的には、炭素原子数２から７のアルキル基、炭
素原子数２から７のアルコキシ基、炭素原子数２から７のアルケニル基又は炭素原子数２
から７のアルケニルオキシ基であることが好ましく、炭素原子数３から７のアルキル基又
は炭素原子数２から７のアルケニル基であることが更に好ましい。
【０５９５】
　一般式（Ｈ－４）中、ＭＨ４は炭素原子数１から１５のアルキレン基（該アルキレン基
中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－Ｃ
Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－に置換されていても良い。）、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ
＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、単結合、１，４－フェニレン基（１，４－フェ
ニレン基中の任意の水素原子はフッ素原子により置換されていても良い。）又はトランス
－１，４－シクロヘキシレン基を表すが、炭素原子数１から１４のアルキレン基であるこ
とが好ましく、揮発性を考慮すると炭素原子数は大きい数値が好ましいが、粘度を考慮す
ると炭素原子数は大き過ぎない方が好ましいことから、炭素原子数２から１２が更に好ま
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しく、炭素原子数３から１０が更に好ましく、炭素原子数４から１０が更に好ましく、炭
素原子数５から１０が更に好ましく、炭素原子数６から１０が更に好ましい。
【０５９６】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、１，４－フェニレン基中の１個又は非隣接
の２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝によって置換されていても良い。また、１，４－フェニレ
ン基中の水素原子はそれぞれ独立的に、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良い
。
【０５９７】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、１，４－シクロヘキシレン基中の１個又は
非隣接の２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－によって置換されていても良い。また
、１，４－シクロヘキシレン基中の水素原子はそれぞれ独立的に、フッ素原子又は塩素原
子で置換されていても良い。
【０５９８】
　更に具体的には、例えば、式（Ｈ－１１）から式（Ｈ－１５）が挙げられる。
【０５９９】
【化１９１】



(145) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

【０６００】
　本発明の液晶組成物に酸化防止剤が含有する場合、１０質量ｐｐｍ以上が好ましく、２
０質量ｐｐｍ以上が好ましく、５０質量ｐｐｍ以上が好ましい。酸化防止剤の含有する場
合の上限は１００００質量ｐｐｍであるが、１０００質量ｐｐｍが好ましく、５００質量
ｐｐｍが好ましく、１００質量ｐｐｍが好ましい。
【０６０１】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における誘電率異方性（Δε）が－２．０から－８．０
であるが、－２．０から－６．０が好ましく、－２．０から－５．０がより好ましく、－
２．５から－５．０が特に好ましい。
【０６０２】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４
であるが、０．０９から０．１３がより好ましく、０．０９から０．１２が特に好ましい
。更に詳述すると、薄いセルギャップに対応する場合は０．１０から０．１３であること
が好ましく、厚いセルギャップに対応する場合は０．０８から０．１０であることが好ま
しい。
【０６０３】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における粘度（η）が１０から５０ｍＰａ・ｓであるが
、１０から４５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０から４０ｍＰａ・ｓであることが
好ましく、１０から３５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０から３０ｍＰａ・ｓであ
ることが好ましく、１０から２５ｍＰａ・ｓであることが更に好ましく、１０から２２ｍ
Ｐａ・ｓであることが特に好ましい。
【０６０４】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における回転粘性（γ１）が５０から１６０ｍＰａ・ｓ
であるが、５５から１６０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１６０ｍＰａ・ｓ
であることが好ましく、６０から１５０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１４
０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１３０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、
６０から１２５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１２０ｍＰａ・ｓであること
がより好ましく、６０から１１５ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、６０から１１０
ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、６０から１００ｍＰａ・ｓであることが特に好ま
しい。
【０６０５】
　本発明の液晶組成物は、ネマチック相－等方性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が６０℃から
１２０℃であるが、７０℃から１００℃がより好ましく、７０℃から８５℃が特に好まし
い。
【０６０６】
　例えば、本発明に係る液晶組成物全体が負の誘電率異方性を示す場合、自発配向性モノ
マーと、一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び
（Ｎ－３）で表される化合物から選ばれる化合物を１種類又は２種類以上と、一般式（Ｌ
）で表される化合物と、を含むことが好ましい。
【０６０７】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマーと、１
種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１）、一般
式（Ｎ－２）、一般式（Ｎ－３）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成され
る成分の占める割合の上限値は、１００質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、
９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量
％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％、８４質量％である
ことが好ましい。
【０６０８】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマー
と、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１）
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、一般式（Ｎ－２）、一般式（Ｎ－３）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構
成される成分の占める割合の下限値は、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量
％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１
質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、
９８質量％、９９質量％であることが好ましい。
【０６０９】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマーと、１
種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１ａ）、一
般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）およ
び一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１０
０質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％
、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質
量％、８６質量％、８５質量％、８４質量％であることが好ましい。
【０６１０】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマー
と、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１ａ
）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ
）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は
、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質
量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９
４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが
好ましい。
【０６１１】
　　本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマーと、
一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物と、
一般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、
一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占め
る割合の上限値は、１００質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、
９５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量
％、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％であることが好ましい。
【０６１２】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマー
と、一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物
と、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ
）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の
占める割合の下限値は、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％
、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質
量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％であ
ることが好ましい。
【０６１３】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマーと、一
般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物と、一
般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一
般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める
割合の上限値は、１００質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９
５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％
、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％であることが好ましい。
【０６１４】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマー
と、一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物
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と、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ
）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の
占める割合の下限値は、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％
、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質
量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％であ
ることが好ましい。
【０６１５】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマーと、２
種以上の一般式（ＩＩ－１）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式
（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一
般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質
量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９
３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％
、８６質量％、８５質量％であることが好ましい。
【０６１６】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、１種または２種以上の自発配向性モノマー
と、２種以上の一般式（ＩＩ－１）で表される重合性モノマーと、一般式（Ｎ－１ａ）、
一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）お
よび一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、７
８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％
、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質
量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％であることが好ましい。
【０６１７】
　また、本発明に係る液晶組成物は、配向性を重視する場合は、１種または２種以上の自
発配向性モノマーと、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、
を必須に含み、一般式（Ｎ－１－１）、一般式（Ｎ－１－２）、一般式（Ｎ－１－３）ま
たは一般式（Ｎ－１－４）を含むことが好ましい。
【０６１８】
　また、本発明に係る液晶組成物は、応答速度を重視する場合は、１種または２種以上の
自発配向性モノマーと、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと
、を必須に含み、一般式（Ｎ－１－１０）または一般式（Ｎ－１－１１）を含むことが好
ましい。
また、本発明に係る液晶組成物は、配向性を重視する場合は、１種または２種以上の自発
配向性モノマーと、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと、１
種または２種以上の一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物と、を必須に含み、一般式（
Ｎ－１－１）、一般式（Ｎ－１－２）、一般式（Ｎ－１－３）または一般式（Ｎ－１－４
）を含むことが好ましい。
【０６１９】
　また、本発明に係る液晶組成物は、応答速度を重視する場合は、１種または２種以上の
自発配向性モノマーと、１種または２種以上の一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーと
、１種または２種以上の一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物と、を必須に含み、一般
式（Ｎ－１－１０）または一般式（Ｎ－１－１１）を含むことが好ましい。
【０６２０】
　また、本発明に係る液晶組成物は、配向性を重視する場合は、１種または２種以上の自
発配向性モノマーと、２種以上の一般式（ＩＩ－１）で表される重合性化合物と、を必須
に含み、一般式（Ｎ－１－１）、一般式（Ｎ－１－２）、一般式（Ｎ－１－３）または一
般式（Ｎ－１－４）を含むことが好ましい。
【０６２１】
　また、本発明に係る液晶組成物は、応答速度を重視する場合は、１種または２種以上の
自発配向性モノマーと、２種以上の一般式（ＩＩ－１）で表される重合性化合物と、を必



(148) JP 6624305 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

須に含み、一般式（Ｎ－１－１０）または一般式（Ｎ－１－１１）を含むことが好ましい
。
【０６２２】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｎ－１－４）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一
般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）で表さ
れる化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、９９質量％、９８質量％、
９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量
％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％、８４
質量％であることが好ましい。
【０６２３】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｎ－１－４）、一般式（Ｎ－１ｂ
）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ）
で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、７８質量％、８０質
量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８
９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％
、９６質量％、９７質量％、９８質量％であることが好ましい。
【０６２４】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般
式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）、一般式（Ｌ－１）、一般式
（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般式（Ｌ－６）で表される化
合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、９９質量％、９８質量％、９７質
量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９
０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％、８４質量％
、８３質量％、８２質量％、８１質量％、８０質量％であることが好ましい。
【０６２５】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式（Ｎ－１ｂ）
、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一般式（Ｌ－１
）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般式（Ｌ－６）で
表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、６８質量％、７０質量
％、７１質量％、７３質量％、７５質量％、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３
質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、
９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量
％、９８質量％であることが好ましい。
【０６２６】
　本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子は、高速応答という顕著な特徴を有しており
、加えて、チルト角が十分に得られ、未反応の重合性化合物がないか、問題にならないほ
ど少なく、電圧保持率（ＶＨＲ）が高いため、配向不良や表示不良といった不具合がない
か、十分に抑制されている。また、チルト角及び重合性化合物の残留量を容易に制御でき
るため、製造のためのエネルギーコストの最適化及び削減が容易であるため、生産効率の
向上と安定した量産に最適である。
【０６２７】
　本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子は、特に、アクティブマトリックス駆動用液
晶表示素子に有用であり、ＰＳＡモード、ＰＳＶＡモード、ＶＡモード、ＰＳ－ＩＰＳモ
ード又はＰＳ－ＦＦＳモード用液晶表示素子に用いることができる。
【０６２８】
　本発明に係る液晶表示素子は、対向に配置された第１の基板および第２の基板と、前記
第１の基板または前記第２の基板に設けられる共通電極と、前記第１の基板または前記第
２の基板に設けられ、薄膜トランジスタを有する画素電極と、前記第１の基板と第２の基
板間に設けられる液晶組成物を含有する液晶層と、を有することが好ましい。必要により
前記液晶層と当接するように第１の基板および／または第２の基板の少なくとも一つの基
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は、液晶表示素子の駆動モードに併せて、垂直配向膜や水平配向膜など適宜選択すること
ができ、ラビング配向膜（例えば、ポリイミド）または光配向膜（分解型ポリイミドなど
）などの公知の配向膜を使用することができる。さらに、カラーフィルターを、第１の基
板または第２の基板上に適宜設けてもよく、また前記画素電極や共通電極上にカラーフィ
ルターを設けることができる。
【０６２９】
　本発明に係る液晶表示素子に使用される液晶セルの２枚の基板はガラス又はプラスチッ
クの如き柔軟性をもつ透明な材料を用いることができ、一方はシリコン等の不透明な材料
でも良い。透明電極層を有する透明基板は、例えば、ガラス板等の透明基板上にインジウ
ムスズオキシド（ＩＴＯ）をスパッタリングすることにより得ることができる。
【０６３０】
　カラーフィルターは、例えば、顔料分散法、印刷法、電着法又は、染色法等によって作
成することができる。顔料分散法によるカラーフィルターの作成方法を一例に説明すると
、カラーフィルター用の硬化性着色組成物を、該透明基板上に塗布し、パターニング処理
を施し、そして加熱又は光照射により硬化させる。この工程を、赤、緑、青の３色につい
てそれぞれ行うことで、カラーフィルター用の画素部を作成することができる。その他、
該基板上に、ＴＦＴ、薄膜ダイオード、金属絶縁体金属比抵抗素子等の能動素子を設けた
画素電極を設置してもよい。
【０６３１】
　前記第１の基板および前記第２の基板を、共通電極や画素電極層が内側となるように対
向させることが好ましい。
【０６３２】
　第１の基板と第２の基板との間隔はスペーサーを介して、調整してもよい。このときは
、得られる調光層の厚さが１～１００μｍとなるように調整するのが好ましい。１．５か
ら１０μｍが更に好ましく、偏光板を使用する場合は、コントラストが最大になるように
液晶の屈折率異方性Δｎとセル厚ｄとの積を調整することが好ましい。又、二枚の偏光板
がある場合は、各偏光板の偏光軸を調整して視野角やコントラトが良好になるように調整
することもできる。更に、視野角を広げるための位相差フィルムも使用することもできる
。スペーサーとしては、例えば、ガラス粒子、プラスチック粒子、アルミナ粒子、フォト
レジスト材料等が挙げられる。その後、エポキシ系熱硬化性組成物等のシール剤を、液晶
注入口を設けた形で該基板にスクリーン印刷し、該基板同士を貼り合わせ、加熱しシール
剤を熱硬化させる。
【０６３３】
　２枚の基板間に液晶組成物を狭持させる方法は、通常の真空注入法又はＯＤＦ法などを
用いることができる。
【０６３４】
　本発明の第２は、一対の基板のうち少なくとも一方の基板表面に配向膜を備えていない
液晶表示素子に使用する液晶組成物であって、２種以上のビフェニル骨格を有する重合性
化合物を含む液晶組成物である。ビフェニル基を有する重合性化合物を２種以上含むと反
応速度に差が生じるため、配向ムラや表示不良などを低減することができる。
【０６３５】
　上記ビフェニル骨格を有する重合性化合物とは、２つのベンゼン環が直接連結したビフ
ェニル骨格を備えているものであればよく、ターフェニルも含む概念である。そのため、
２種以上のビフェニル骨格を有する重合性化合物とは、２つのベンゼン環が直接連結した
ビフェニル骨格を備えている重合性化合物が２種類以上存在することを意味する。
【０６３６】
　本発明に係るビフェニル基を有する重合性化合物は、以下の式（ＩＩ－１）：
【０６３７】
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【化１９２】

【０６３８】
　（上記一般式（ＩＩ－１）中、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、
Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９、Ｒ２１０、Ｒ２１１、Ｒ２１２、Ｒ２１３及
びＲ２１４はそれぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、フッ素原子に置換されてもよい炭素
原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８の
アルコキシ基、ハロゲン原子（フッ素原子）又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ２１は上
記一般式（Ｉ）の（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）のいずれかを表し、Ｓ２１は、単結合又は炭
素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ

２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換さ
れてよく、ｎ２１は、０、１又は２を表す。）で表されることが好ましい。
【０６３９】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、当該一般式（ＩＩ－１）で表される化合物の１分子
内に１又は２以上のＰ２１－Ｓ２１－を有することが好ましく、４以下のＰ２１－Ｓ２１

－を有することが好ましく、前記一般式（ＩＩ）の１分子内に存在するＰ２１－Ｓ２１－
の数は、１以上４以下が好ましく、１以上３以下がより好ましく、上記一般式（ＩＩ）で
表される化合物の分子内におけるＰ２１－Ｓ２１－の数は、２又は３であることが特に好
ましい。
【０６４０】
　すなわち、一般式（ＩＩ－１）で表される化合物は、２つのベンゼン環（ビフェニル構
造）を備えており、これら２つのベンゼン環においてＰ２１－Ｓ２１－を少なくとも一つ
有していることから、一般式（ＩＩ）で表される化合物は重合性化合物としての作用・効
果を奏する。
【０６４１】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、１種または２種以上のＰ２１－Ｓ２１－を含む場合
は、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０４、Ｒ２０７、Ｒ２０９又はＲ２１０のいずれか１種ま
たは２種以上がＰ２１－Ｓ２１－であることが好ましく、Ｒ２０１及びＲ２１０がＰ２１

－Ｓ２１－であることがより好ましい。
【０６４２】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、Ｒ２０１及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２

１－Ｓ２１－であることが好ましく、この場合、Ｒ２０１及びＲ２１０は同一のＰ２１－
Ｓ２１－であっても、異なるＰ２１－Ｓ２１－であってもよい。
【０６４３】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、
Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９、Ｒ２１０、Ｒ２１１、Ｒ２１２、Ｒ２１３及
びＲ２１４はそれぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、フッ素原子に置換されてもよい炭素
原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８の
アルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表すが、この場合、前記アルキル基
およびアルコキシ基の好ましい炭素原子数は、１～１６であり、より好ましくは１～１０
であり、さらに好ましくは１～８であり、よりさらに好ましくは１～６であり、さらによ
り好ましくは１～４であり、特に好ましくは１～３である。また、前記アルキル基および
アルコキシ基は、直鎖状または分岐状であってもよいが、直鎖状が特に好ましい。
【０６４４】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０
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５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９、Ｒ２１０、Ｒ２１１、Ｒ２１２、Ｒ２１

３及びＲ２１４はそれぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓ２１－、炭素原子数１から３のアルキル
基、炭素原子数１から３のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子であることが好ましく
、Ｐ２１－Ｓ２１－、フッ素原子又は水素原子であることが更に好ましく、フッ素原子又
は水素原子であることがより好ましい。
【０６４５】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、Ｐ２１は式（Ｒ－Ｉ）であることが好ましく、アク
リル基またはメタクリル基であることがより好ましく、メタクリル基であることがさらに
好ましい。
【０６４６】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、Ｓ２１は、単結合又は炭素原子数１～３のアルキレ
ン基であることが好ましく、単結合であることが更に好ましい。
【０６４７】
　上記一般式（ＩＩ－１）において、ｎ２１は、０が好ましい。
【０６４８】
　本発明に係る液晶組成物は、上記一般式（ＩＩ－１）で表されるビフェニル基を有する
重合性化合物を２種～６種含むことが好ましく、２種～５種含むことがより好ましく、２
種～４種含むことがさらに好ましく、２種～３種含むことがよりさらに好ましく、２種が
特に好ましい。異なる化学構造を備えた上記一般式（ＩＩ－１）で表されるビフェニル基
を有する重合性化合物を２種以上含むと反応速度に差が生じるため、配向ムラや表示不良
などを低減することができる。
【０６４９】
　また、上記２種以上ビフェニル骨格を有する重合性化合物の一つとして、上記一般式（
Ｉａ）で表される化合物を使用してもよい。
【０６５０】
　本発明に係る液晶組成物に好適に使用できるビフェニル骨格を有する重合性化合物とし
ては、上記式（ＸＸ－１）から一般式（ＸＸ－１３）で表される重合性化合物、上記式Ｒ
Ｍ－１～ＲＭ－１４および式Ｉ－１－１～式Ｉ－７－６が挙げられる。
【０６５１】
　そのため、本発明に係る液晶組成物において、２種以上のビフェニル骨格を有する重合
性化合物の好適な態様としては、上記式（ＸＸ－１）から一般式（ＸＸ－１３）で表され
る重合性化合物、上記式ＲＭ－１～ＲＭ－１４で表される重合性化合物および式Ｉ－１－
１～式Ｉ－７－６で表される重合性化合物からなる群から選択される２種である。
【０６５２】
　上記２種以上のビフェニル骨格を有する重合性化合物の合計含有量は、０．０２から１
０質量％含有するが、含有量の下限は０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ま
しく、０．０４質量％が好ましく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好まし
く、０．０７質量％が好ましく、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく
、０．１質量％が好ましく、０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．
２５質量％が好ましく、０．３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質
量％が好ましく、０．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましく、含有量の上限は
、５質量％、４．５質量％が好ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、
３質量％が好ましく、２．５質量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好
ましく、１質量％が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０
．８５質量％が好ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７
質量％が好ましく、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量
％が好ましい。
【０６５３】
　本発明に係る液晶組成物は、前記２種以上のビフェニル骨格を有する重合性化合物のそ
れぞれとは異なる化学構造を備え、かつ極性基を有する自発配向性モノマーを含むことが
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好ましい。
【０６５４】
　当該自発配向性モノマーとしては、上述した自発性モノマーを好適に使用することがで
きる。
【０６５５】
　また、本発明に係る液晶組成物の好適な態様としては、上記一般式（ＩＩ－１）で表さ
れるビフェニル基を有する重合性化合物を２種以上と、上記自発配向性モノマーを１種ま
たは２種以上と、一般式（Ｎ－１ａ）～（Ｎ－１ｇ）で表される化合物群と、一般式（Ｌ
）で表される化合物とを含み、これらの化合物で液晶組成物の８５～１００質量％を占め
ることが好ましい。
【０６５６】
　本発明の第３は、対向に配置された第一の基板および第二の基板と、前記第一の基板と
前記第二の基板との間に充填された液晶層と、前記第一の基板上に、マトリクス状に配置
される複数個のゲートバスライン及びデータバスライン、前記ゲートバスラインとデータ
バスラインとの交差部に設けられる薄膜トランジスタならびに前記薄膜トランジスタによ
り駆動される画素電極を画素毎に有する電極層と、前記第一の基板または前記第二の基板
上に形成された共通電極と、前記第一の基板および前記第二の基板の間に２種以上のビフ
ェニル骨格を有する重合性化合物が硬化された樹脂成分と、を有する、少なくとも一方の
基板表面に配向膜を備えていない液晶表示素子である。
本発明の液晶組成物に含まれる重合性化合物または重合性モノマーおよび自発配向性モノ
マーを重合させる方法としては、液晶の良好な配向性能を得るためには、適度な重合速度
が望ましいので、紫外線又は電子線等の活性エネルギー線を単一又は併用又は順番に照射
することによって重合させる方法が好ましい。紫外線を使用する場合、偏光光源を用いて
も良いし、非偏光光源を用いても良い。また、液晶組成物を２枚の基板間に挟持させた状
態で重合を行う場合には、少なくとも照射面側の基板は活性エネルギー線に対して適当な
透明性が与えられていなければならない。また、光照射時にマスクを用いて特定の部分の
みを重合させた後、電場や磁場又は温度等の条件を変化させることにより、未重合部分の
配向状態を変化させて、更に活性エネルギー線を照射して重合させるという手段を用いて
も良い。特に紫外線露光する際には、液晶組成物に交流電界を印加しながら紫外線露光す
ることが好ましい。印加する交流電界は、周波数１０Ｈｚから１０ｋＨｚの交流が好まし
く、周波数６０Ｈｚから１０ｋＨｚがより好ましく、電圧は液晶表示素子の所望のプレチ
ルト角に依存して選ばれる。つまり、印加する電圧により液晶表示素子のプレチルト角を
制御することができる。ＰＳＶＡモードの液晶表示素子においては、配向安定性及びコン
トラストの観点からプレチルト角を８０度から８９．９度に制御することが好ましい。
【０６５７】
　本発明の液晶組成物に含まれる重合性化合物を重合させる際に使用する紫外線又は電子
線等の活性エネルギー線の照射時の温度は特に制限されることはない。例えば、配向膜を
有する基板を備えた液晶表示素子に本発明の液晶組成物を適用する場合は、前記液晶組成
物の液晶状態が保持される温度範囲内であることが好ましい。室温に近い温度、即ち、典
型的には１５～３５℃で重合させることが好ましい。
【０６５８】
　一方、例えば、配向膜を有していない基板を備えた液晶表示素子に本発明の液晶組成物
を適用する場合は、上記の配向膜を有する基板を備えた液晶表示素子に適用する照射時の
温度範囲より広い温度範囲でもよい。
【０６５９】
　紫外線を発生させるランプとしては、メタルハライドランプ、高圧水銀ランプ、超高圧
水銀ランプ等を用いることができる。また、照射する紫外線の波長としては、液晶組成物
の吸収波長域でない波長領域の紫外線を照射することが好ましく、必要に応じて、紫外線
をカットして使用することが好ましい。照射する紫外線の強度は、０．１ｍＷ／ｃｍ２～
１００Ｗ／ｃｍ２が好ましく、２ｍＷ／ｃｍ２～５０Ｗ／ｃｍ２が更に好ましい。照射す
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る紫外線のエネルギー量は、適宜調整することができるが、１０ｍＪ／ｃｍ２から５００
Ｊ／ｃｍ２が好ましく、１００ｍＪ／ｃｍ２から２００Ｊ／ｃｍ２が更に好ましい。紫外
線を照射する際に、強度を変化させても良い。紫外線を照射する時間は照射する紫外線強
度により適宜選択されるが、１０秒から３６００秒が好ましく、１０秒から６００秒が更
に好ましい。
【０６６０】
　本発明の第三は、一般式（Ｉ）で表される化合物である。
【０６６１】
【化１９３】

【０６６２】
　（上記一般式（Ｉ）中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０

６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１

－、炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、ハロゲ
ン原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ
）のいずれかを表し、
【０６６３】
【化１９４】

【０６６４】
（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基であり、Ｗは単結合、－
Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそ
れぞれ独立して、０、１または２である。）
Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ１１は、０、１又は２を表し、
　Ａ１１は、下記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）：
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
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，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良く、
　Ｌ１０およびＬ１１は、それぞれ独立して、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－
Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、
－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－
（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－Ｃ
ＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（
式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記
式中、ｚはそれぞれ独立して１～４の整数を表す。）を表し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ１１－を有し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に炭素原子数１～１８個のアルキル基を有し、該アルキル
基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－によって置換さ
れていてもよく、
　Ｐ１１、Ｓ１１、Ｌ１１及びＡ１１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異
なっていても良い。）
　本発明に係る一般式（Ｉ）で表される化合物の好ましい形態は上記の通りである。なお
、本発明に係る一般式（Ｉ）で表される化合物の最も好ましい形態は、即ち、上記一般式
（Ｉ）において、Ａ１１が炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアル
コキシ基、ハロゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良い
１，４－フェニレン基であり、
Ｌ１０とＬ１１とは両者とも単結合であり、
Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７Ｒ１０８、Ｒ
１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１－、炭素原子数１から１０の
直鎖状アルキル基、炭素原子数１から１０の直鎖状アルコキシ基、ハロゲン原子又は水素
原子のいずれかを表し、
上記一般式（Ｉ）表される重合性モノマーの１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ１

１－を有し、
上記一般式（Ｉ）の１分子内に炭素原子数１～１０個のアルキル基（該アルキル基中の１
個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－によって置換されていて
もよい）を少なくとも１つ有し、
ｎ１１は、０又は１を表し、
Ｐ１１が上記式（Ｒ－１）であり、Ｓ１１が単結合又は炭素原子数１～３のアルキレン基
であることが特に好ましい。
【０６６５】
　以下、本発明に係る一般式（Ｉ）で表される化合物の一例の合成を説明する。
【０６６６】
　一般式（ＲＭ－３）に表される化合物の製造
　４－ブロモ－２，６－ジメチルフェノールと４－ブロモ－２，６－ジメチルフェノール
とのパラジウム触媒を用いた鈴木カップリング反応を行い（Ｓ－１）を得る。次いで、脱
アセタール化を行い、メタクリル酸とのエステル化反応により、目的物の（ＲＭ－３）を
得ることができる。
【０６６７】
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【化１９５】

【実施例】
【０６６８】
　以下に実施例を挙げて本発明を更に詳述するが、本発明はこれらの実施例に限定される
ものではない。また、以下の実施例及び比較例の組成物における「％」は「質量％」を意
味する。実施例において化合物の記載について以下の略号を用いる。
【０６６９】
　（合成例１）
　「ＲＭ－３の合成方法」
　攪拌装置、冷却器、滴下ロートを備えた反応容器に４－ブロモ－２，６－ジメチルフェ
ノール２０ｇ、２ｍｏｌ／ｌ炭酸カリウム水溶液１００ｍｌ、ジクロロビス［ジ－ｔ－ブ
チル（ｐ－ジメチルアミノフェノール）ホスフィノ］パラジウム３．５ｇ、ＴＨＦ１００
ｍｌを仕込み、５０℃で攪拌した。４－ベンジルオキシフェニルボロン酸２４ｇのＴＨＦ
溶液１００ｍｌをゆっくり滴下した。そのまま５０℃で５時間反応させた。反応終了後、
冷却し、酢酸エチル２００ｍｌを加え、有機層を水、飽和食塩水で洗浄し、溶媒を留去し
、シリカゲルカラムによる精製とヘキサン・酢酸エチルによる再結晶を行い、目的化合物
４’－ベンジルオキシ－３，５－ジメチル－４－ビフェノールを２６ｇ得た。
【０６７０】
【化１９６】

【０６７１】
　オートクレーブに４’－ベンジルオキシ－３，５－ジメチル－４－ビフェノール１８ｇ
、５％パラジウム炭素０．９ｇ、ＴＨＦ１００ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、５０
℃で３時間攪拌した。反応後、セルロースでろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃
縮し、シリカゲルカラムによる精製、ヘキサンによる分散洗浄を行い、目的化合物４，４
’－ジヒドロキシ－３，５－ビフェニル１３ｇを得た。
【０６７２】
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【化１９７】

【０６７３】
　更に撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、合成した４，４’－ジヒドロキ
シ－３，５－ビフェニル８ｇ（３７ミリモル）、メタクリル酸７．１ｇ（８２ミリモル）
、ジメチルアミノピリジン０．２３ｇ、ジクロロメタン１６０ｍｌを仕込み、氷冷バスに
て５℃以下に反応容器を保ち、ジイソプロピルカルボジイミド１１ｇ（９０ミリモル）を
ゆっくり滴下した。滴下終了後、反応容器を室温に戻し１１時間反応させた。反応液をろ
過した後、ろ液にジクロロメタン１５０ｍｌを加え、５％塩酸水溶液で洗浄し、更に飽和
食塩水で洗浄し、有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥させた。溶媒を留去した後、シリカ
ゲルを用いたカラムクロマトグラフィーにより精製を行い、式（ＲＭ－３）表される目的
化合物を１１ｇ得た。
【０６７４】
【化１９８】

【０６７５】
　得られた化合物の物性値（１Ｈ－ＮＭＲ、１３Ｃ－ＮＭＲおよび融点）は以下の通りで
ある。物性値：１Ｈ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ：　７．５７－７．５４　（
ｍ，　２　Ｈ），　７．２６　（ｓ，　２　Ｈ），　７．１９－７．１５　（ｍ，　２　
Ｈ），　６．３９　（ｄ，　２　Ｈ），　５．７６　（ｄｑ，　２　Ｈ），　２．２１　
（ｓ，　６　Ｈ），　２．１１　（ｄ，　３　Ｈ），　２．０７　（ｄ，　３　Ｈ）
　１３Ｃ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ　１６５．８，　１６５．１，　１５０
．２，　１４７．８，　１３８．４，　１３８．０，　１３５．８，　１３５．５，　１
３０．５，　１３０．５，　１２８．０，　１２８．０，　１２７．３，　１２７．３，
　１２７．２，　１２７．１，　１２１．７，　１２１．７，　１８．４，　１８．３，
　１６．４，　１６．４
　融点：１１１℃
　（合成例２）
　「ＲＭ－４の合成方法」
　攪拌装置、冷却器、滴下ロートを備えた反応容器に４－ブロモ－３，５－ジメチルフェ
ノール１０ｇ、２ｍｏｌ／ｌ炭酸カリウム水溶液５０ｍｌ、ジクロロビス［ジ－ｔ－ブチ
ル（ｐ－ジメチルアミノフェノール）ホスフィノ］パラジウム１．８ｇ、ＴＨＦ５０　ｍ
ｌを仕込み、５０℃で攪拌した。４－ベンジルオキシフェニルボロン酸１２ｇのＴＨＦ溶
液３６ｍｌをゆっくり滴下した。そのまま５０　℃で４時間反応させた。反応終了後、冷
却し、酢酸エチル５０ｍｌを加え、有機層を水、飽和食塩水で洗浄し、溶媒を留去し、シ
リカゲルカラムによる精製とヘキサン・酢酸エチルによる洗浄を行い、目的化合物４’－
ベンジルオキシ－２，６－ジメチル－４－ビフェノールを１３ｇ得た。
【０６７６】
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【化１９９】

【０６７７】
　オートクレーブに４‘－ベンジルオキシ－２，６－ジメチル－４－ビフェノール１１ｇ
、５％パラジウム炭素０．６ｇ、ＴＨＦ１００ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、５０
℃で３時間攪拌した。反応後、セルロースでろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃
縮し、シリカゲルカラムによる精製、ヘキサンによる分散洗浄を行い、目的化合物４，４
’－ジヒドロキシ－２，６－ビフェニル７ｇを得た。
【０６７８】
【化２００】

【０６７９】
　更に撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、４，４’－ジヒドロキシ－２，
６－ビフェニル７ｇ（３２ミリモル）、メタクリル酸６．０ｇ（７０ミリモル）、ジメチ
ルアミノピリジン　０．２ｇ、ジクロロメタン１４０ｍｌを仕込み、氷冷バスにて５℃以
下に反応容器を保ち、ジイソプロピルカルボジイミド９．６ｇ（７６ミリモル）を溶解し
たＴＨＦ５０ｍｌをゆっくり滴下した。滴下終了後、反応容器を室温に戻し１５時間反応
させた。反応液をろ過した後、ろ液にジクロロメタン１２０ｍｌを加え、５％塩酸水溶液
で洗浄し、更に飽和食塩水で洗浄し、有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥させた。溶媒を
留去した後、アミノシリカゲルを用いたカラムクロマトグラフィーにより精製を行い、さ
らにメタノールによる分散洗浄した。－２０℃で析出させた後、ろ取、真空乾燥を行い、
式（ＲＭ－４）表される目的の化合物を１１ｇ得た。
【０６８０】
【化２０１】

【０６８１】
　得られた化合物の物性値（１Ｈ－ＮＭＲ、１３Ｃ－ＮＭＲおよび融点）は以下の通りで
ある。物性値：１Ｈ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ７．６４－７．５４　（ｍ，
　４　Ｈ），　７．２６　（ｓ，　２　Ｈ），　６．７５　（ｄ，　２　Ｈ），　６．１
５　（ｄｑ，　２　Ｈ），　２．４８－２．４６　（ｍ，　６　Ｈ），　２．４３　（ｓ
，　６　Ｈ）
　１３Ｃ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ１６６．４，　１６６．１，　１５０．
１，　１４９．９，　１３８．８，　１３８．１，　１３６．３，　１３６．２，　１３
０．５，　１３０．５，　１２８．４，　１２８．４，　１２７．５，　１２７．４，　
１２２．２，　１２１．９，　１２０．４，　１２０．４，　２１．３，　２１．２，　
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１８．７，　１８．７
　融点：８９℃
　（合成例３）
　「ＲＭ－７の合成方法」
　窒素雰囲気下、撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、１－ベンジルオキシ
－２－ブロモベンゼン２５ｇ、トリエチルアミン１０ｇ、１－トリメチルシリル－１－プ
ロピン１３ｇ、及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド２５０ｍｌを仕込み、触媒としてテト
ラキストリフェニルホスフィンパラジウム１．５ｇを室温で加えた後、反応容器を７０℃
に加熱して７時間撹拌した。放冷した後、水及びトルエンを加えて分液し、水層にトルエ
ンを加えて抽出し、併せた有機層を水及び飽和食塩水にて洗浄した。無水硫酸ナトリウム
を加えて乾燥した後、有機溶媒を減圧留去し、残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィ
ーにて精製し、以下の化学式で表される目的化合物１８ｇを得た。
【０６８２】
【化２０２】

【０６８３】
　オートクレーブに先に合成した化合物１８ｇ、５％パラジウム炭素０．５ｇ、ＴＨＦ６
０ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、４０℃で５時間攪拌した。反応後、セルロースで
ろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃縮し、シリカゲルカラムによる精製を行い、
以下の化学式で表される目的化合物１６ｇを得た。
【０６８４】

【化２０３】

【０６８５】
　撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に１－ベンジルオキシ－２－プロピルベ
ンゼン１６ｇ、アセトニトリル１００ｍｌを仕込み、０℃でＮ－ブロモコハク酸イミド１
２．５ｇを加え、室温で４時間攪拌した。反応液を減圧濃縮後、ヘキサンを加え沈殿物を
ろ過した。ろ液を水、飽和食塩水で洗浄後、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を減圧
濃縮し、以下の化学式で表される目的化合物１８ｇを得た。
【０６８６】
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【化２０４】

【０６８７】
　攪拌装置、冷却器、滴下ロートを備えた反応容器に４－ブロモ－１－ベンジルオキシ－
２－プロピルベンゼン１７ｇ、２ｍｏｌ／ｌ炭酸カリウム水溶液６０ｍｌ、テトラキスト
リフェニルホスフィンパラジウム０．８ｇ、エタノール６０ｍｌを仕込み、５０℃で攪拌
した。４－ヒドロキシフェニルボロン酸９ｇのＴＨＦ溶液２０ｍｌをゆっくり滴下した。
そのまま５０℃で６時間反応させた。反応終了後、冷却し、酢酸エチル１００ｍｌを加え
、有機層を水、飽和食塩水で洗浄し、溶媒を留去し、シリカゲルカラムによる精製とヘキ
サンによる際結晶を行い、以下の化学式で表される目的化合物を１３ｇ得た。
【０６８８】
【化２０５】

【０６８９】
　オートクレーブに先に合成した化合物１２ｇ、５％パラジウム炭素０．６ｇ、ＴＨＦ８
０ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、５０℃で４時間攪拌した。反応後、セルロースで
ろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃縮し、シリカゲルカラムによる精製を行い、
以下の化学式で表される目的化合物１１ｇを得た。
【０６９０】

【化２０６】

【０６９１】
　更に撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、先に合成した化合物１０ｇ（４
３ミリモル）、メタクリル酸７．７ｇ（９０ミリモル）、ジメチルアミノピリジン０．２
ｇ、ジクロロメタン１００ｍｌを仕込み、氷冷バスにて５℃以下に反応容器を保ち、ジイ
ソプロピルカルボジイミド１１．６ｇ（９１ミリモル）を溶解したＴＨＦ５０ｍｌをゆっ
くり滴下した。滴下終了後、反応容器を室温に戻し１０時間反応させた。反応液をろ過し
た後、ろ液にジクロロメタン１００ｍｌを加え、５％塩酸水溶液で洗浄し、更に飽和食塩
水で洗浄し、有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥させた。溶媒を留去した後、アミノシリ
カゲルを用いたカラムクロマトグラフィーにより精製を行い、さらにメタノールによる分
散洗浄した。－２０　℃で静置させた後、ろ取、真空乾燥を行い、式（ＲＭ－７）で表さ
れる目的の化合物を１１ｇ得た。
【０６９２】
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【化２０７】

【０６９３】
　得られた化合物の物性値（１Ｈ－ＮＭＲ、１３Ｃ－ＮＭＲおよび融点）は以下の通りで
ある。物性値：１Ｈ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ７．７０－７．５８　（ｍ，
　４　Ｈ），　７．３４　（ｄ，　１Ｈ），　７．１８　（ｄ，　２　Ｈ），　６．５５
　（ｄ，　２　Ｈ），　６．１５　（ｄ，　２　Ｈ），　２．４６　（ｔ，　２　Ｈ），
　２．１８　（ｓ，　６　Ｈ），　１．６６　（ｍ，　２Ｈ），　０．９６　（ｔ，　３
Ｈ）
　１３Ｃ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ１６６．２，　１６６．１，　１５０．
２，　１４６．９，　１３８．０，　１３７．６，　１３６．０，　１３５．７，　１３
２．５，　１２８．０，　１２８．０，　１２７．８，　１２７．８，　１２２．１，　
１２１．９，　１２１．８，　１２０．７，　１２０．６，　３２．６，　２４．１，　
１８．１，　１８．０，　１２．８
　融点：１１９℃
　（合成例４）
　「ＲＭ－１８の合成方法」
　窒素雰囲気下、撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、１－ベンジルオキシ
－２，６－ジブロモベンゼン３０ｇ、トリエチルアミン１０ｇ、１－トリメチルシリル－
１－プロピン２５ｇ、及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド３００ｍｌを仕込み、触媒とし
てテトラキストリフェニルホスフィンパラジウム２ｇを室温で加えた後、反応容器を７０
℃に加熱して８時間撹拌した。放冷した後、水及びトルエンを加えて分液し、水層にトル
エンを加えて抽出し、併せた有機層を水及び飽和食塩水にて洗浄した。無水硫酸ナトリウ
ムを加えて乾燥した後、有機溶媒を減圧留去し、残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフ
ィーにて精製し、目的化合物２０ｇを得た。
【０６９４】
【化２０８】

【０６９５】
オートクレーブに先に合成した化合物２０ｇ、５％パラジウム炭素０．６ｇ、ＴＨＦ１０
０ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、５０℃で５時間攪拌した。反応後、セルロースで
ろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃縮し、シリカゲルカラムによる精製を行い、
、以下の化学式で表される目的化合物１８ｇを得た。
【０６９６】
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【化２０９】

【０６９７】
　撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に１－ベンジルオキシ－２，６－ジプロ
ピルベンゼン１６ｇ、アセトニトリル１００ｍｌを仕込み、０℃でＮ－ブロモコハク酸イ
ミド１２ｇを加え、室温で６時間攪拌した。反応液を減圧濃縮後、ヘキサンを加え沈殿物
をろ過した。ろ液を水、飽和食塩水で洗浄後、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を減
圧濃縮し、以下の化学式で表される目的化合物１８ｇを得た。
【０６９８】
【化２１０】

【０６９９】
　攪拌装置、冷却器、滴下ロートを備えた反応容器に４－ブロモ－１－ベンジルオキシ－
３，５－ジプロピルベンゼン１６ｇ、２ｍｏｌ／ｌ炭酸カリウム水溶液６０ｍｌ、テトラ
キストリフェニルホスフィンパラジウム１．０ｇ、エタノール５０ｍｌを仕込み、５０℃
で攪拌した。４－ヒドロキシフェニルボロン酸１２ｇのＴＨＦ溶液３０ｍｌをゆっくり滴
下した。そのまま６０℃で１０時間反応させた。反応終了後、冷却し、酢酸エチル１００
ｍｌを加え、有機層を水、飽和食塩水で洗浄し、溶媒を留去し、シリカゲルカラムによる
精製とヘキサンによる際結晶を行い、以下の化学式で表される目的化合物を１２ｇ得た。
【０７００】
【化２１１】
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【０７０１】
　オートクレーブに先に合成した化合物１１ｇ、５％パラジウム炭素０．６ｇ、ＴＨＦ５
０ｍｌを加え、水素圧０．５ＭＰａ下、５０℃で５時間攪拌した。反応後、セルロースで
ろ過し、さらにＴＨＦで洗浄した、ろ液を濃縮し、シリカゲルカラムによる精製を行い、
以下の化学式で表される目的化合物７．５ｇを得た。
【０７０２】
【化２１２】

【０７０３】
　更に撹拌装置、冷却器及び温度計を備えた反応容器に、上記で表される化合物７ｇ（２
５ミリモル）、メタクリル酸４．７ｇ（５４ミリモル）、ジメチルアミノピリジン０．２
ｇ、ジクロロメタン１００ｍｌを仕込み、氷冷バスにて５℃以下に反応容器を保ち、ジイ
ソプロピルカルボジイミド７ｇ（５５ミリモル）を溶解したＴＨＦ５０ｍｌをゆっくり滴
下した。滴下終了後、反応容器を室温に戻し１５時間反応させた。反応液をろ過した後、
ろ液にジクロロメタン１００ｍｌを加え、５％塩酸水溶液で洗浄し、更に飽和食塩水で洗
浄し、有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥させた。溶媒を留去した後、アミノシリカゲル
を用いたカラムクロマトグラフィーにより精製を行い、さらにメタノールによる分散洗浄
した。－２０℃で析出させた後、ろ取、真空乾燥を行い、以下の式（ＲＭ－１８）表され
る目的の化合物を８ｇ得た。
【０７０４】
【化２１３】

【０７０５】
　得られた化合物の物性値（１Ｈ－ＮＭＲ、１３Ｃ－ＮＭＲおよび融点）は以下の通りで
ある。物性値：（１Ｈ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ７．６４－７．５４　（ｍ
，　４　Ｈ），　７．２６　（ｓ，　２　Ｈ），　６．７５　（ｄ，　２　Ｈ），　６．
１５　（ｄｑ，　２　Ｈ），　２．４８－２．４６　（ｔ，　４　Ｈ），　２．２３　（
ｓ，　６　Ｈ），　１．６４　（ｍ，　４Ｈ），　０．９６　（ｔ，　６Ｈ）
　１３Ｃ－ＮＭＲ（溶媒：重クロロホルム）：δ１６６．４，　１６６．０，　１５０．
２，　１４６．８，　１３８．４，　１３７．６，　１３６．０，　１３５．８，　１３
２．５，　１３２．５，　１２８．０，　１２８．０，　１２７．８，　１２７．８，　
１２２．１，　１２１．９，　１２０．７，　１２０．６，　３２．８，　３２．８，　
２４．３，　２４．２，　１７．９，　１７．９，　１２．８，　１２．８
融点：１２５℃
　実施例中、測定した特性は以下の通りである。
【０７０６】
　Ｔｎｉ　：ネマチック相－等方性液体相転移温度（℃）
　Δｎ　：２０℃における屈折率異方性
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　η　　：２０℃における粘度（ｍＰａ・ｓ）
　γ１　：２０℃における回転粘性（ｍＰａ・ｓ）
　Δε　：２０℃における誘電率異方性
　Ｋ３３　：２０℃における弾性定数Ｋ３３（ｐＮ）
　＜環構造＞
【０７０７】
【化２１４】

【０７０８】
　＜側鎖構造＞
【０７０９】
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【０７１０】
　（ただし、表中のｎは自然数である。）
　＜連結構造＞
【０７１１】
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【表２】

【０７１２】
　（ただし、表中のｎは自然数である。）
　本実施例および比較例における「低温保存性」、「垂直配向性」、「プレチルト角形成
」および「応答特性」の評価は以下の方法で行った。
【０７１３】
　（低温保存性の評価試験）
　液晶組成物をメンブレンフィルター（Ａｇｉｌｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社製
、ＰＴＦＥ　１３ｍ－０．２μｍ）にてろ過を行い、真空減圧条件にて１５分間静置し溶
存空気の除去を行った。これをアセトンにて洗浄し十分に乾燥させたバイアル瓶に０．５
ｇ秤量し、－２５℃の環境下に１０日間静置した。その後、目視にて析出の有無を観察し
、以下の２段階で判定した。
【０７１４】
　Ａ：析出が確認できない。
【０７１５】
　Ｂ：1週間後に析出する。
【０７１６】
　Ｄ：析出が確認できる。
【０７１７】
　（垂直配向性の評価試験）
　絶縁層上にパターン化された透明な共通電極からなる透明電極層を有し、カラーフィル
ター層を具備した配向膜を有さない第一の基板（共通電極基板）と、アクティブ素子によ
り駆動される透明画素電極を有する画素電極層を有する配向膜を有さない第二の基板（画
素電極基板）とを作製した。第一の基板上に液晶組成物を滴下し、第二の基板上で挟持し
、シール材を常圧で１１０℃２時間の条件で硬化させ、セルギャップ３．２μｍの液晶セ
ルを得た。このときの垂直配向性および滴下痕などの配向ムラを、偏光顕微鏡を用いて観
察し、以下の４段階で評価した。
【０７１８】
　Ａ：全面に渡り、均一に垂直配向
　Ｂ：ごく僅かに配向欠陥が有るも許容できるレベル
　Ｃ：配向欠陥が有り許容できないレベル
　Ｄ：配向不良がかなり劣悪
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　（プレチルト角形成の評価試験）
　上記（垂直配向性の評価試験）で使用した液晶セルの初期状態のプレチルト角をシンテ
ック製ＯＰＴＩＰＲＯを用いて測定した。
【０７１９】
　（応答特性の評価試験）
　上記（プレチルト角形成の評価試験）にて使用したセルギャップ３．２μｍのセルに、
さらに、東芝ライテック社製のＵＶ蛍光ランプを６０分間照射した（３１３ｎｍにおける
照度１．７ｍＷ／ｃｍ２）。これにより得られたセルに対して、応答速度を測定した。応
答速度は、６ＶにおけるＶｏｆｆを、２５℃の温度条件で、ＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣ
ＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いて測定した。
【０７２０】
　（液晶組成物の調製と評価結果）
　上記合成例で得られた化合物または下記に示すとおりの化合物と混合比率で液晶組成物
を調製し、その組成物をＬＣ－１とした。以下に液晶組成物の構成とその物性値の結果を
示した。
【０７２１】
　ＬＣ－１のネマチック相－等方性液体相転移温度（ＴＮＩ）は７５℃、固体相－ネマチ
ック相転移温度（ＴＣＮ）は－３３℃、屈折率異方性（Δｎ）は０．１１、誘電率異方性
（Δε）は－２．８、回転粘性（γ１）は９８ｍＰａ・ｓであった。なお、屈折率異方性
（Δｎ）、誘電率異方性（Δε）、及び回転粘性（γ１）は、いずれも２５℃における測
定結果である（以下、同様）。
【０７２２】
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【表３】

【０７２３】
　（比較例１～４）
　ＬＣ－１を１００質量部としたときに、下記の自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ１）で表される化合物を０．３質量部添加した重合性化合物を含有
する液晶組成物を比較例１とした。
【０７２４】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部添加した重合性化合物を含有
する液晶組成物を比較例２とした。
【０７２５】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．６質量部添加した重合性化合物を含有
する液晶組成物を比較例３とした。
【０７２６】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．９質量部添加した重合性化合物を含有
する液晶組成物を比較例４とした。
【０７２７】
　比較例１～４の紫外線照射後の重合性化合物の垂直配向性試験の結果は表2のとおりで
あった。
【０７２８】
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【化２１５】

【０７２９】
【化２１６】

【０７３０】
【表４】

【０７３１】
　（実施例1～１１１）
　下記に示す自発配向性モノマー（Ｐ－２）から（Ｐ－３５）および重合性モノマー（Ｒ
Ｍ－１）から（ＲＭ－１５）をそれぞれ下記表３に示す添加量でＬＣ－１に添加した以外
は、比較例１と同様にして液晶組成物を調製した。
【０７３２】
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【化２１７】

【０７３３】
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【化２１８】

【０７３４】
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【化２１９】

【０７３５】
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【化２２０】

【０７３６】
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【化２２１】

【０７３７】
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【化２２２】

【０７３８】
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【化２２３】

【０７３９】
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【表５】

【０７４０】
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【表６】

【０７４１】
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【表７】

【０７４２】
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【表８】

【０７４３】
　実施例１～１１１の低温保存性について、長鎖アルキル基を有する重合性モノマーにお
いて１週間程度経つと析出が生じ始める。そのほか短鎖アルキルもしくはアルコキシ基含
有重合性化合物においては溶解性がよく、低温保存性は良好であった。また、セルに垂直
配向助剤、重合性モノマーを含有した液晶組成物を封入したセルを偏光子と検光子が直交
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して配置された偏光顕微鏡にセットし、透過光を観察した。液晶分子が垂直配向すれば、
偏光板の作用により光は透過できず、セルは黒く表示される。この試験法により上記サン
プルを評価したところ、すべてのサンプルにおいて配向ムラは生じず、一様な垂直配向性
を示すことが確認された。代表的な配向試験の評価結果を図１および図２に示す。図１は
比較例２、図２は実施例４０の液晶を注入したセルのクロスニコル下での写真である。図
１のセル周辺部における白く見える部分は垂直配向しておらず、斜めもしくは水平配向し
ている部分であり、配向ムラを示している。図１には白位部分が多く見られ、垂直配向し
ていない部位が多く存在している。また、セル中に4分割されたようなドメインが見られ
る。これは、滴下ムラであり、液晶組成物を滴下し、広がる際に組成物同士が交わる際、
一様に混ざらずできるムラであり、これも欠陥の一種である。しかしながら、図２では白
い線はほとんど見られず、一様に黒が示されている。図１、図２において、一部見える白
い直線は、配向ムラではなく、物理的なガラス上の傷であるため、配向不良ではない。し
たがって、これは液晶が一面垂直配向していることを示しており、上記に示した垂直配向
助剤（自発配向性モノマー）と重合性モノマーを適宜組み合わせることによって液晶分子
が垂直配向することが確認された。
【０７４４】
　また、紫外光照射による重合によって生じるプレチルト角を評価したところ、すべての
サンプルにおいて適切なチルト角が付与されていることを確認した。これらを使用した液
晶表示素子は、十分なプレチルト角が付与されているため、十分に高速応答であることが
確認された。
【０７４５】
　また、重合性モノマーとして実施例２～４などで使用しているＲＭ－２～ＲＭ－４を含
む組成物で液晶セルを作製する際に、展開性（濡れ広がり）が良好であった。
【０７４６】
　（実施例１１２～１２９）
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－１）で表され
る化合物を０．５質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１２と
した。
【０７４７】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－２）で表され
る化合物を１．０質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１３と
した。
【０７４８】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表され
る化合物を０．３質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１４と
した。
【０７４９】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表され
る化合物を０．６質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１５と
した。
【０７５０】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表され
る化合物を０．５質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１６と
した。
【０７５１】
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　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表され
る化合物を１．０質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１７と
した。
【０７５２】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表され
る化合物を０．３質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１８と
した。
【０７５３】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表され
る化合物を０．６質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１１９と
した。
【０７５４】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１３）を１．
０質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－７）で表さ
れる化合物を０．３質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２０
とした。
【０７５５】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１３）を１．
０質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－７）で表さ
れる化合物を０．６質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２１
とした。
【０７５６】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１４）を１．
０質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－８）で表さ
れる化合物を０．５質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２２
とした。
【０７５７】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１４）を１．
０質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－８）で表さ
れる化合物を１．０質量部添加した重合性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２３
とした。
【０７５８】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－１）を０．５
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を１．０質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化
合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表される化合物を０．３質量部添加した重合性
モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２４とした。
【０７５９】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を０．５
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．２質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化
合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表される化合物を１．０質量部添加した重合性
モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２５とした。
【０７６０】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を１．０
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－８）を０．５質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される化
合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表される化合物を０．５質量部添加した重合性
モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２６とした。
【０７６１】
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　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５）を０．８
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－１７）を０．２質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される
化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表される化合物を１．０質量部添加した重合
性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２７とした。
【０７６２】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．２
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－１３）を０．３質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される
化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表される化合物を０．５質量部添加した重合
性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２８とした。
【０７６３】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－１９）を０．５質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される
化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－３）で表される化合物を０．６質量部添加した重合
性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１２９とした。
【０７６４】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－２６）を０．３質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される
化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表される化合物を０．５質量部添加した重合
性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１３０とした。
【０７６５】
　液晶組成物ＬＣ－１を１００質量部に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－６）を１．０
質量部、自発配向性モノマー（Ｐ－３２）を０．５質量部、式（ＲＭ－Ｒ２）で表される
化合物を０．３質量部及び式（ＲＭ－４）で表される化合物を０．３質量部添加した重合
性モノマーを含有する液晶組成物を実施例１３１とした。
【０７６６】
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【表９】

【０７６７】
　実施例１１２から１２３においては自発配向性助剤を１種類、重合性化合物（または重
合性モノマー）を２種類用いた場合の低温保存性と垂直配向性について評価したところ、
比較例に用いた重合性化合物を用いても、新たに重合性化合物を添加することにより低温
保存性および垂直配向性が改善されることが確認された。自発配向性モノマーの液晶への
溶解性が低い場合、一成分の濃度を下げ、さらに異なる自発配向性モノマーを加え、垂直
配向性を向上させることができる。実施例１２４から１３１において自発配向性モノマー
２種、重合性化合物２種を混合することにより、低温保存性と垂直配向性が改善されるこ
とが確認された。
【０７６８】
　また、重合性モノマーとして実施例１１３～１１８などで使用しているＲＭ－２～ＲＭ
－４を含む組成物で液晶セルを作製する際に、展開性（濡れ広がり）が良好であった。
【０７６９】
　（実施例１３２～１４０）
　さらに組成物ＬＣ－１に代えて、下記に示す通りの化合物及び混合比率で構成される組
成物を調製し、調製した液晶組成物をＬＣ－２からＬＣ－８とした。
【０７７０】
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【表１０】

【０７７１】
　上記液晶組成物ＬＣ－２からＬＣ－８に対して、自発配向性モノマー（Ｐ－５、Ｐ－６
、Ｐ－Ｊ－２３、Ｐ－Ｋ－５、Ｐ－Ｋ－６、Ｐ－２８またはＰ－３５）と、重合性モノマ
ー（ＲＭ－２、ＲＭ－３またはＲＭ－４）と、を適切な濃度で混合し、上記と同様に配向
性試験の評価を行ったところ、比較例より配向性が向上することを確認した。
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